
芸術学学位プログラム(博士前期課程)
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0ATT011 西洋美術史-1 1 1.0 1・2 春AB 水2 5C404 長田 年弘

授業の到達目標及びテーマ:西洋古代美術史を中
心に、イタリア・ルネサンスまでの作例に言及
し、講義を行う。西洋美術史の特徴について考え
る。とりわけ、ギリシア神話とキリスト教聖書を
主題とする作品について講じ、西洋美術史におけ
る宗教観、世界観と美術との関係を探る。
 授業計画:(1) 西洋美術史の特質、(2) エクセキ
アスとマンテーニャ、(3) ヴェローナ、サンゼノ
教会堂、(4) ジオット、(5) パドヴァ、スクロ
ヴェーニ礼拝堂1、(6) パドヴァ、スクロヴェー
ニ礼拝堂2、(7) アレクサンドロス美術、(8) ア
レクサンドロス・モザイク、(9) ビザンティン美
術史、(10) 神と人、人と人の対面

西暦偶数年度開講。
01B9523, 01EB031と同
一。

0ATT012 西洋美術史-2 1 1.0 1・2 秋AB 水2 5C404 寺門 臨太郎

授業の到達目標及びテーマ:西欧近世における南
北の美術と近代における受容について、文字史料
と視覚資料の参照と分析を通じた理解を深める。
 授業の概要:西洋近世の北方およびイタリア美術
の具体的な作例について多面的に講述する。
 授業計画:(1) 授業目標および内容に関する説
明、(2) 中世末期の西欧美術、(3) 近世西欧美術
の南北交流1 ジョルジョ・ヴァザーリ『列伝』、
(4) 近世西欧美術の南北交流2 バルトロメオ・
ファツィオ『名士録』、(5) 近世西欧美術の南北
交流3 カーレル・ファン・マンデル『絵画書』、
(6) 近世西欧美術の受容様態1 ブリュッヘから
ヴェネツィアへ、(7) 近世西欧美術の受容様態2
ローマからアントウェルペンへ、(8) 近代西欧美
術の展開1 「英国美術秘宝展」(1957)、(9) 近代
西欧美術の展開2 「プリミティフ・フラマン展」
(1902)、(10) まとめ

西暦奇数年度開講。
西暦偶数年度開講。
01B9526, 01EB034と同
一。

0ATT021 日本美術史 1 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:日本美術を編年的に
理解するため、代表的作例を鑑賞し、時代様式を
理解するとともに、どのような作品が評価されて
きたのかを、時代背景と共に考察する能力を養う
ことを目的とする
 授業の概要:各時代の代表作を取り上げ、講述
し、作品の生まれた時代背景等、多面的に考察す
る。
 授業計画:(1) 仏教伝来と法隆寺、(2) 東大寺・
興福寺の美術、(3) 木彫仏の成立、(4) 密教の美
術、(5) 浄土教の美術、(6) 鎌倉時代の美術、
(7) やまと絵の成立、(8) 神道美術、(9) 似絵と
頂相、(10) 禅宗美術

西暦奇数年度開講。
01B9532, 01EB035と同
一。
2020年度開講せず。

0ATT031 美術論 1 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:美術と社会との関わ
りについて学び、作品の制作と発表に役立つ美術
理論を理解することを目標とする。
 授業の概要:欧米と日本のアーティストコロニー
(芸術家村)を取り上げ、芸術家における「場」の
問題について考察する。
 授業計画:(1) 芸術家の集団肖像画、(2) バルビ
ゾン派の画家たち、(3) フランスの印象派とセー
ヌ河畔の村、(4) アメリカの印象派とオールド・
ライム、(5) 北欧の印象派:特にスケーエンにつ
いて、(6) ドイツの芸術家村ヴォルプスヴェー
デ、(7) グレー村の日本人画家たち、(8) エコー
ル・ド・パリとモンパルナスの異邦人たち、(9)
東京の芸術家村1、(10) 東京の芸術家村2

西暦奇数年度開講。
01B9555, 01EB041と同
一。
2020年度開講せず。
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0ATT041 芸術教育論-1 1 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:芸術教育批評の理論
と方法について学び、学校教育における芸術教育
実践の理解・解釈・評価と教育方法開発に携わる
基礎力を身につける。
 授業の概要:テキストに基づいて芸術教育実践の
観察批評を実際に行う理論と方法の基礎を学ぶ。
図画工作、美術、工芸の各教科の実践について、
映像資料や、学校教員を招いての特別講義等を通
して理解を深める。
 授業計画:(1) 芸術教育批評の考え方と方法1(記
述・分析)、(2) 芸術教育批評の考え方と方法
2(解釈・主題化)、(3) 芸術教育批評の事例、(4)
映像批評等を活用した学習場面の把握・記述、
(5) 映像批評等を活用した学習場面の解釈、(6)
授業実践の例 造形あそび等、(7) 授業実践の例
絵や立体等、(8) 芸術教育批評の視点を用いた現
象分析の実際、(9) 学校における授業実践の実地
観察の方法、(10) 学校における授業実践の実地
観察の成果と課題

西暦奇数年度開講。
01EB043と同一。
2020年度開講せず。

0ATT042 芸術教育論-2 2 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:芸術教育批評の理論
と方法について学び、学校教育における芸術教育
実践の理解・解釈・評価と教育方法開発に携わる
基礎力を身につける。
 授業の概要:図画工作、美術、工芸のいずれかの
教科の授業実践を実地に観察し、芸術教育批評の
理論と方法を用いて現象を深く分析し、結果を批
評として表現する。
 授業計画:(1) 授業観察の事前指導、(2) 関連資
料の収集と分析、(3) 授業実践における取材、
(4) 授業実践の観察記録整理・分析、(5) 教師と
学習者の相互影響の検討、(6) 学習者間の相互影
響の検討、(7) 芸術活動の特質に注目した現象の
理解(教師の視点から)、(8) 芸術活動の特質に注
目した現象の理解(学習者の視点から)、(9) 解釈
と主題化に関する議論、(10) 芸術教育批評の公
開と議論

西暦奇数年度開講。
2020年度開講せず。

0ATT051 美術技法論−1 1 1.0 1・2
洋画および版画の表現内容や表現方法、構想、技
法材料について分析・論述する。

西暦奇数年度開講。
2020年度開講せず。

0ATT052 美術技法論−2 1 1.0 1・2 秋AB 水1 5C301

大原 央聡,太田
圭,程塚 敏明,山
本 浩之,宮坂 慎
司

授業の到達目標及びテーマ:美術(日本画・彫塑)
における表現技法について歴史的、理論的に分析
等を行うことにより、表現方法及び技術について
の実際的な応用力をつけ、多様な対応ができるよ
うにする。
 授業の概要:美術の表現方法について、歴史的、
理論的に分析を行う。

西暦偶数年度開講。

0ATT061 書論 1 3.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:書論に対する基礎的
な知識を身に付けるとともに、書論史研究の方法
について理解を深め、関連する諸問題を包括的に
検討する力を培う。
 授業の概要:書の研究における書論の位置を理解
し、書論を講読する際の文献学的な知識を習得す
る。更に中国書論を中心に幾つかの文献を実際に
講読し、そこで論じられる主な内容を多角的に考
察する。
 授業計画:(1)(2)書論研究の基本的な考え方、
(3)~(15)文献講読、(16)(17)書論文献と書誌学、
(18)~(29)文献講読、(30)学習のまとめ

西暦奇数年度開講。
2020年度開講せず。

0ATT071 書鑑賞論 1 3.0 1・2
夏季休業

中
秋ABC

集中
水2

芸術
B539

菅野 智明

授業の到達目標及びテーマ:書の鑑賞・鑑定に対
する基本的な知識を身に付けるとともに、書の鑑
賞・鑑定をめぐる学術的な方法について理解を深
め、実践的な鑑賞力を培う。
 授業の概要:学術研究を念頭に置いた書の鑑賞・
鑑定をめぐる基本的な考え方やその方法を身に付
け、実際の書の作例に基づく鑑賞・鑑定の実践を
積み重ねる。
 授業計画:(1)(2)書の鑑賞・鑑定の基本的な考え
方、(3)(4)書跡本体の鑑定、(5)(6)鑑定の傍証、
(7)~(30)歴代の遺品に対する鑑定

西暦偶数年度開講。
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0ATT081
ダイナミックインタラ
クションデザイン演習

2 1.0 1・2 秋AB 火3
李 昇姫,村上 史
明

授業の到達目標及びテーマ:情報・プロダクト・
メディアアートを融合した、オブジェによるイン
タラクション設計の基礎を習う。人間の感情、判
断の根源となる感性的な行動をハイテック電子技
術や形の素材の仕組みを利用したローテックを用
い、創造的インタラクション設計を行う。
 授業の概要:グループワークショップ形式でのプ
ロトタイピングを行う。
 授業計画:(1) 課題説明 チーム構成、(2) ブ
レーンストーミング、発表、(3) 先行事例の研
究、テーマ設定およびアイデア展開、(4) 仕組み
などの具体案の設計、(5) 中間発表、(6) モデル
制作、(7) モデル制作、(8) モデル制作、(9) シ
ミュレーション映像撮影、(10) 最終プレゼン
テーション

教室:総合D306

0ATT091 インターンシップ 3 1.0 1・2 通年 随時
山本 美希,直江
俊雄,橋本 剛

授業の到達目標及びテーマ:企業などの一般社会
における美術・デザイン分野に関わる業務の体験
を行い、美術・デザイン分野における実践的、実
質的あるいは実務的な能力を学ぶ。
 授業の概要:企業などの一般社会において美術・
デザイン分野に関わる業務の体験を行い、イン
ターンシップ研修での実務経験等に関する報告書
を提出する。
 授業計画:企業などの一般社会における美術・デ
ザイン分野に関わる業務の説明・解説を踏まえ
て、現場での実習を行う。
1)企業などによる美術・デザイン分野に関わる業
務の説明・解説を受講する。
2)企業などにおいて、インターンシップ研修を行
う。
3)インターンシップを行った企業などで経験した
実務内容等に関する報告書を提出する。報告書に
はインターンシップを行った企業などによる評価
を含める。

専門科目【美術史領域】
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0ATTA01 西洋近世美術史特講I-1 1 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:西洋近世の美術に関
する理解を深める。とくに西欧絵画に関する研究
を事例として考察する。
 授業の概要:西洋近世美術史における特定課題に
関する講義。「受難伝」の図像を分析し講述す
る。
 授業計画:(1) 授業計画、成績評価方法等に関す
るガイダンス、(2) 「キリストのエルサレム入
城」から「最後の晩餐」、(3) 「使徒たちへの暇
乞い」から「菜園での祈り」、(4) 「キリストの
捕縛」から「キリストの打擲」、(5) 「パリサイ
人に告発されるキリスト」から「ピラトの前のキ
リスト」、(6) 「鞭打ち」から「カルヴァリ
オ」、(7) 「磔刑」から「十字架降下」、(8)
「埋葬」から「冥府への降下」、(9) 「我に触れ
るな」から「エマオへの道での邂逅」、(10) 総
括

西暦奇数年度開講。
01EB401と同一。
2020年度開講せず。

0ATTA02 西洋近世美術史特講I-2 1 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:西洋近世の美術に関
する理解を深める。とくに西欧絵画に関する研究
を事例として考察する。
 授業の概要:西洋近世美術史における特定課題に
関する講義。キリストの生涯をめぐる図像を分析
し講述する。
 授業計画:(1) 授業計画、成績評価方法等に関す
るガイダンス、(2) 降誕、洗礼、(3) 荒野の誘
惑、十二使徒の選抜、(4) 山上の垂訓、(5) 変
容、(6) 最後の晩餐、(7) 受難、(8) 磔刑、(9)
復活と昇天、(10) 総括

西暦奇数年度開講。
01EB402と同一。
2020年度開講せず。

0ATTA03
西洋近世美術史特講II-
1

1 1.0 1・2 春AB 火5
芸術
B339

寺門 臨太郎

授業の到達目標及びテーマ:西洋近世の美術に関
する理解を深める。とくに西欧絵画に関する研究
を事例として考察する。
 授業の概要:西洋近世美術史の特定課題に関する
講義。15世紀ネーデルラント絵画を多面的に分析
し講述する。
 授業計画:(1) 授業計画、成績評価方法等に関す
るガイダンス、(2) 15世紀ネーデルラント絵画の
アイデンティティ、(3) 絵画とパトロン、(4) 注
文主と図像形式、(5) 流行と様式批判、(6) 経済
活動と技法、(7) コピーとレプリカ、(8) 祈念
像、(9) 奉献画、(10) 総括

西暦偶数年度開講。
01B9744, 01EB403と同
一。
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0ATTA04
西洋近世美術史特講II-
2

1 1.0 1・2 秋AB 火5
芸術
B339

寺門 臨太郎

授業の到達目標及びテーマ:西洋近世の美術に関
する理解を深める。とくに西欧絵画に関する研究
を事例として考察する。
 授業の概要:西洋近世美術史の特定課題に関する
講義。16世紀ネーデルラント絵画を多面的に分析
し講述する。
 授業計画:(1) 授業計画、成績評価方法等に関す
るガイダンス、(2) 16世紀ネーデルラント絵画の
アイデンティティ、(3) 絵画とマーケット、(4)
社会背景と主題、(5) 流行と様式批判、(6) 工房
経営、(7) コピーとレプリカ、(8) ロマニズム、
(9) 対抗宗教改革と美術、(10) 総括

西暦偶数年度開講。
01B9745, 01EB404と同
一。

0ATTA05 西洋近世美術史演習I-1 2 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:西洋近世の美術に関
する英語またはドイツ語の文献購読、および個別
に設定するテーマについての発表演習をとおし
て、理解を深める。
 授業の概要:西洋近世美術史における特定課題に
関する演習。西欧近世の美術を多角的に考察す
る。
 授業計画:(1) 授業計画、成績評価方法等に関す
るガイダンス、(2) 文献輪読1、(3) 文献輪読2、
(4) 文献輪読3、(5) 文献輪読4、(6) 文献輪読
5、(7) 発表演習1、(8) 発表演習2、(9) 発表演
習3、(10) 発表演習4/総評

西暦奇数年度開講。
01EB405と同一。
2020年度開講せず。

0ATTA06 西洋近世美術史演習I-2 2 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:西洋近世ないし近代
の美術に関する英語またはドイツ語の文献購読、
および個別に設定するテーマについての発表演習
をとおして、理解を深める。
 授業の概要:西洋近世ないし近代美術史における
特定課題に関する演習。西欧近世ないし近代の美
術を多角的に考察する。
 授業計画:(1) 授業計画、成績評価方法等に関す
るガイダンス、(2) 文献輪読1、(3) 文献輪読2、
(4) 文献輪読3、(5) 文献輪読4、(6) 文献輪読
5、(7) 発表演習1、(8) 発表演習2、(9) 発表演
習3、(10) 発表演習4/総評

西暦奇数年度開講。
01EB406と同一。
2020年度開講せず。

0ATTA07
西洋近世美術史演習II-
1

2 1.0 1・2 春AB 火6
芸術
B339

寺門 臨太郎

授業の到達目標及びテーマ:西洋近世の美術コレ
クションに関する英語またはドイツ語の文献購
読、および個別に設定するテーマについての発表
演習をとおして、理解を深める。
 授業の概要:西洋近世美術史における特定課題に
関する演習。西欧近世の美術コレクションを多角
的に考察する。
 授業計画:(1) 授業計画、成績評価方法等に関す
るガイダンス、(2) 文献輪読1、(3) 文献輪読2、
(4) 文献輪読3、(5) 文献輪読4、(6) 文献輪読
5、(7) 発表演習1、(8) 発表演習2、(9) 発表演
習3、(10) 発表演習4/総評

西暦偶数年度開講。
01EB407と同一。

0ATTA08
西洋近世美術史演習II-
2

2 1.0 1・2 秋AB 火6
芸術
B339

寺門 臨太郎

授業の到達目標及びテーマ:近代における西洋近
世美術の展示に関する英語またはドイツ語の文献
購読、および個別に設定するテーマについての発
表演習をとおして、理解を深める。
 授業の概要:西洋美術史における特定課題に関す
る演習。近代における西欧近世美術の展示を多角
的に考察する。
 授業計画:(1) 授業計画、成績評価方法等に関す
るガイダンス、(2) 文献輪読1、(3) 文献輪読2、
(4) 文献輪読3、(5) 文献輪読4、(6) 文献輪読
5、(7) 発表演習1、(8) 発表演習2、(9) 発表演
習3、(10) 発表演習4/総評

西暦偶数年度開講。
01EB408と同一。

0ATTA11 近・現代美術論特講I-1 1 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:近現代美術史におけ
る特定課題に関する講義。日本近現代および西洋
近現代の美術と文化、政治、制度、外交などの関
係を多面的に分析し講述する。
 授業の概要:近・現代美術における特定課題に関
する講義。本授業では「美術における身体」を
テーマに講述する。
 授業計画:(1) 授業計画、成績評価方法等に関す
るガイダンス、(2) 裸体画の美術史1 西洋1、(3)
裸体画の美術史2 西洋2、(4) 裸体画の美術史3
日本1、(5) 裸体画の美術史4 日本2、(6) 「美
人」の美術史1 日本1、(7) 「美人」の美術史2
日本2、(8) 「サイボーグ・フェミニズム」以後
1、(9) 「サイボーグ・フェミニズム」以後2、
(10) 総括

西暦奇数年度開講。
01EB409と同一。
2020年度開講せず。
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0ATTA12 近・現代美術論特講I-2 1 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:近現代美術史におけ
る特定課題に関する講義。日本近現代および西洋
近現代の美術と文化、政治、制度、外交などの関
係を多面的に分析し講述する。
 授業の概要:近・現代美術における特定課題に関
する講義。本授業では「国家を表象する女神像」
をテーマに講述する。
 授業計画:(1) 国家を表象する女神像の考察1 フ
ランス:マリアンヌ、(2) 国家を表象する女神像
の考察2 イギリス:ブリタニア、(3) 国家を表象
する女神像の考察3 ドイツ:ゲルマニア、(4) 日
本を表象する図像の考察1 天皇の肖像、(5) 日本
を表象する図像の考察2 皇后の肖像、(6) 日本を
表象する図像の考察3 古代神話の女神像、(7) 倭
姫命について1、(8) 倭姫命について2、(9) 倭姫
命について3、(10) 倭姫命について4 アンヌ

西暦奇数年度開講。
01EB410と同一。
2020年度開講せず。

0ATTA13
近・現代美術論特講II-
1

1 1.0 1・2 春AB 木3
芸術
B339

林 みちこ

授業の到達目標及びテーマ:近現代美術史におけ
る特定課題に関する講義。日本近現代および西洋
近現代の美術と文化、政治、制度、外交などの関
係を多面的に分析し講述する。
 授業の概要:近・現代美術における特定課題に関
する講義。「日本近代美術史と省庁、官僚」を
テーマとする。
 授業計画:(1) 授業計画、成績評価方法等に関す
るガイダンス、(2) 日本近代美術史と省庁1、(3)
日本近代美術史と省庁2、(4) 内務省および内務
官僚と美術1、(5) 内務省および内務官僚と美術
2、(6) 「官製日本美術史」の形成1、(7) 「官製
日本美術史」の形成2、(8) 「国宝」の政治学1、
(9) 「国宝」の政治学2、(10) 総括

西暦偶数年度開講。
01B9750, 01EB411と同
一。

0ATTA14
近・現代美術論特講II-
2

1 1.0 1・2 秋AB 木3
芸術
B339

林 みちこ

授業の到達目標及びテーマ:近現代美術史におけ
る特定課題に関する講義。日本近現代および西洋
近現代の美術と文化、政治、制度、外交などの関
係を多面的に分析し講述する。
 授業の概要:近・現代美術における特定課題に関
する講義。「日本近代美術史における《地域美術
史》」をテーマとする。
 授業計画:(1) 授業計画、成績評価方法等に関す
るガイダンス、(2) ローカル・アートヒストリー
(地域美術史)とは、(3) 地域美術史1 地方都市の
画塾、(4) 地域美術史2 近・現代の画家1、(5)
地域美術史3 近・現代の画家2、(6) 地域美術史4
地方のコレクターとそのネットワーク、(7) 地域
美術史5地方における近・現代の美術史家、(8)
地域美術史に関する研究の動向、(9) 地域美術史
に関する展覧会の動向、(10) 総括

西暦偶数年度開講。
01B9753, 01EB412と同
一。

0ATTA15 近・現代美術論演習I-1 2 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:近・現代の美術に関
する英語の文献講読により近・現代の美術に関す
る理解を深め問題意識を高める。
 授業の概要:近・現代美術史における特定の課題
に関する演習。
 授業計画:(1) 授業計画、成績評価方法等に関す
るガイダンス、学生プロフィール記入、(2) 近・
現代美術史に関する資料および作品へのアプロー
チについて、(3) 文献輪読1、(4) 文献輪読2、
(5) 文献輪読3、(6) 文献輪読4、(7) 文献輪読
5、(8)文献輪読6、(9) 文献輪読7、(10) 文献輪
読8

西暦奇数年度開講。
01EB413と同一。
2020年度開講せず。

0ATTA16 近・現代美術論演習I-2 2 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:日本美術史に関して
明治政府が発行した外国語文献を講読し、翻訳お
よび註釈を付けることにより、近代日本の対外美
術戦略の一端を明らかにする。
 授業の概要:美術史用語や内容について註釈を付
け、解題の充実した現代日本語による翻訳を完成
させることを目指す。
 授業計画:(1) 翻訳と註釈の進め方について、
(2) 翻訳と註釈の発表と全体討議1、(3) 翻訳と
註釈の発表と全体討議2、(4) 翻訳と註釈の発表
と全体討議3、(5) 翻訳と註釈の発表と全体討議
4、(6) 翻訳と註釈の発表と全体討議5、(7) 翻訳
と註釈の発表と全体討議6、(8) 翻訳と註釈の発
表と全体討議7、(9) 翻訳と註釈の発表と全体討
議8、(10) 翻訳・解題の出版に関する編集会議

西暦奇数年度開講。
01EB414と同一。
2020年度開講せず。
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0ATTA17
近・現代美術論演習II-
1

2 1.0 1・2 春AB 木4
芸術
B339

林 みちこ

授業の到達目標及びテーマ:近・現代の美術に関
して各自が設定したテーマについて研究発表する
ことにより近・現代の美術に関する理解を深め問
題意識を高める。
 授業の概要:近・現代美術史における特定の課題
に関する演習。各自の見解を明確にした上で最新
の研究成果をふまえた発表を求める。
 授業計画:(1) 授業計画、成績評価方法等に関す
るガイダンス、学生プロフィール記入、(2) 近・
現代美術史に関する資料および作品へのアプロー
チについて、(3) 教員による研究発表、(4) 発表
演習1、(5) 発表演習2、(6) 発表演習3、(7) 発
表演習4、(8)発表演習5、(9) 発表演習6、(10)
総括

西暦偶数年度開講。
01EB415と同一。

0ATTA18
近・現代美術論演習II-
2

2 1.0 1・2 秋AB 木4
芸術
B339

林 みちこ

授業の到達目標及びテーマ:日本美術史に関して
明治政府が発行した外国語文献を講読し、翻訳お
よび註釈を付けることにより、近代日本の文化財
保護政策の一端を明らかにする。
 授業の概要:美術史用語や内容について註釈を付
け、解題の充実した現代日本語による翻訳を完成
させることを目指す。
 授業計画:(1) 翻訳と註釈の進め方について、
(2) 翻訳と註釈の発表と全体討議1、(3) 翻訳と
註釈の発表と全体討議2、(4) 翻訳と註釈の発表
と全体討議3、(5) 翻訳と註釈の発表と全体討議
4、(6) 翻訳と註釈の発表と全体討議5、(7) 翻訳
と註釈の発表と全体討議6、(8) 翻訳と註釈の発
表と全体討議7、(9) 翻訳と註釈の発表と全体討
議8、(10) 翻訳・解題の出版に関する編集会議

西暦偶数年度開講。
01EB416と同一。

0ATTA21 西洋古代美術史特講I-1 1 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:西洋古代美術史の美
術と宗教に関する講義。古代ギリシアおよびロー
マの作品を多面的に分析し講述する。
 授業計画:西洋古代ギリシア、ローマ、初期キリ
スト教美術史について学ぶ。あわせて、邦語と外
国語による専門的な論文を紹介し、研究発表と論
文作成の基礎について学ぶ。
 西洋古代美術史の、美術と宗教について講義を
行う。公的な建造物、神殿と附属彫刻を中心に講
義を行う。

西暦奇数年度開講。
01EB417と同一。
2020年度開講せず。

0ATTA22 西洋古代美術史特講I-2 1 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:西洋古代美術史の美
術と宗教に関する講義。古代ギリシアおよびロー
マの作品を多面的に分析し講述する。
 授業計画:西洋古代ギリシア、ローマ、初期キリ
スト教美術史について学ぶ。あわせて、邦語と外
国語による専門的な論文を紹介し、研究発表と論
文作成の基礎について学ぶ。
 西洋古代美術史の、美術と宗教について講義を
行う。私的な領域、奉納記念物と葬礼美術を中心
に講義を行う。

西暦奇数年度開講。
01EB418と同一。
2020年度開講せず。

0ATTA23
西洋古代美術史特講II-
1

1 1.0 1・2 春AB 火3
芸術
B339

長田 年弘

授業の到達目標及びテーマ:西洋古代美術史の美
術と社会に関する講義。古代ギリシアおよびロー
マの作品を多面的に分析し講述する。
 授業計画:西洋古代ギリシア、ローマ、初期キリ
スト教美術史について学ぶ。あわせて、邦語と外
国語による専門的な論文を紹介し、研究発表と論
文作成の基礎について学ぶ。
 西洋古代美術史の、美術と社会について講義を
行う。アルカイックからクラシック期の、僭主政
治から民主政成立期にかけての、政治体制と美術
を中心に講義を行う。

西暦偶数年度開講。
01B9758, 01EB419と同
一。

0ATTA24
西洋古代美術史特講II-
2

1 1.0 1・2 秋AB 火3
芸術
B339

長田 年弘

授業の到達目標及びテーマ:西洋古代美術史の美
術と社会に関する講義。古代ギリシアおよびロー
マの作品を多面的に分析し講述する。
 授業計画:西洋古代ギリシア、ローマ、初期キリ
スト教美術史について学ぶ。あわせて、邦語と外
国語による専門的な論文を紹介し、研究発表と論
文作成の基礎について学ぶ。
 西洋古代美術史の、美術と社会について講義を
行う。クラシック期からヘレニズム期にかけての
美術を中心に講義を行う。

西暦偶数年度開講。
01B9759, 01EB420と同
一。
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0ATTA25 西洋古代美術史演習I-1 2 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:西洋古代美術史の美
術と宗教に関する演習。古代ギリシアおよびロー
マの美術を多面的に考察する。
 授業計画:西洋古代ギリシア、ローマ、初期キリ
スト教美術史について学ぶ。授業参加者が、演習
発表をそれぞれ担当することによって、研究発表
と論文作成の基礎について学ぶ。西洋古代美術史
の、美術と宗教について、特に公的な建造物、神
殿と附属彫刻を主題として設定する。

西暦奇数年度開講。
01EB421と同一。
2020年度開講せず。

0ATTA26 西洋古代美術史演習I-2 2 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:西洋古代美術史の美
術と宗教に関する演習。古代ギリシアおよびロー
マの美術を多面的に考察する。
 授業計画:西洋古代ギリシア、ローマ、初期キリ
スト教美術史について学ぶ。授業参加者が、演習
発表をそれぞれ担当することによって、研究発表
と論文作成の基礎について学ぶ。西洋古代美術史
の、美術と宗教について、特に私的な領域、奉納
記念物と葬礼美術を主題として設定する。

西暦奇数年度開講。
01EB422と同一。
2020年度開講せず。

0ATTA27
西洋古代美術史演習II-
1

2 1.0 1・2 春AB 火4
芸術
B339

長田 年弘

授業の到達目標及びテーマ:西洋古代美術史の美
術と社会に関する演習。古代ギリシアおよびロー
マの美術を多面的に考察する。
 授業計画:西洋古代ギリシア、ローマ、初期キリ
スト教美術史について学ぶ。授業参加者が、演習
発表をそれぞれ担当することによって、研究発表
と論文作成の基礎について学ぶ。西洋古代美術史
の、美術と社会について、アルカイックからクラ
シック期の、僭主政治から民主政成立期にかけて
の政治体制と美術を主題として設定する。

西暦偶数年度開講。
01EB423と同一。

0ATTA28
西洋古代美術史演習II-
2

2 1.0 1・2 秋AB 火4
芸術
B339

長田 年弘

授業の到達目標及びテーマ:西洋古代美術史の美
術と社会に関する演習。古代ギリシアおよびロー
マの美術を多面的に考察する。
 授業計画:西洋古代ギリシア、ローマ、初期キリ
スト教美術史について学ぶ。授業参加者が、演習
発表をそれぞれ担当することによって、研究発表
と論文作成の基礎について学ぶ。西洋古代美術史
の、美術と社会について、クラシック期からヘレ
ニズム期にかけての美術を主題として設定する。

西暦偶数年度開講。
01EB424と同一。

0ATTA31 日本美術史特講I-1 1 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:日本美術の特定課題
について講義を行い、表現の特性を探り、研究的
な視点を醸成する。また、論文主題をどのように
取り上げ、論じるかを考察する。
 授業の概要:編年的に日本美術の代表作を鑑賞
し、その特性を探り、研究的な視点を構築する。
 授業計画:(1) 近世初頭の美術と表現について
1、(2) 近世初頭の美術と表現について2、(3) 近
世初頭の美術と表現について3、(4) 近世風俗画
について1、(5) 近世風俗画について2、(6) 初期
の浮世絵、(7) 美人画と役者絵、(8) 錦絵につい
て、(9) 北斎と広重、(10) ジャポニズム

西暦奇数年度開講。
01EB425と同一。
2020年度開講せず。

0ATTA32 日本美術史特講I-2 1 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:日本美術の特定課題
について講義を行い、表現の特性を探り、研究的
な視点を醸成する。また、論文主題をどのように
取り上げ、論じるかを考察する。
 授業の概要:編年的に日本美術の代表作を鑑賞
し、その特性を探り、研究的な視点を構築する。
 授業計画:(1) 日本絵画における特定課題の講
義、(2) 近世初頭の美術と表現について1、(3)
近世初頭の美術と表現について2、(4) 琳派の表
現1、(5) 琳派の表現2、(6) 琳派の表現3、(7)
琳派の継承1、(8) 近代日本画1 文展、(9) 近代
日本画2 美術院、(10) 日本の絵画の特質につい
て

西暦奇数年度開講。
01EB426と同一。
2020年度開講せず。
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0ATTA33 日本美術史特講II-1 1 1.0 1・2 春AB 木5
芸術
B339

水野 裕史

授業の到達目標及びテーマ:日本美術の特定課題
について講義を行い、表現の特性を探り、研究的
な視点を醸成する。また、論文主題をどのように
取り上げ、論じるかを考察する。
 授業の概要:近世初頭の風俗画から浮世絵の成
立、大正新版画までを対象に代表作を通して、我
が国を代表する浮世絵を考察する。
 授業計画:(1) 初期風俗画について、(2) 都市の
成立と人物表現について、(3) 歌舞伎と役者絵に
ついて、(4) 版画技法と表現の変化について、
(5) 絵暦交換会について、(6) 大首絵とその代表
的絵師、(7) 出版の統制について、(8) 風景表現
について、(9) 明治期の浮世絵について、(10)
大正新版画について

西暦偶数年度開講。
01B9764, 01EB427と同
一。

0ATTA34 日本美術史特講II-2 1 1.0 1・2 秋AB 木5
芸術
B339

水野 裕史

授業の到達目標及びテーマ:特定の美術作品につ
いて、時代様式や背景となる事象を通して、美術
作品が歴史的に評価され、伝来している意味を解
釈し、研究的な視点を養うことを目的とする。
 授業の概要:仏教美術の諸相を代表作品を通して
鑑賞し、時代様式について考える。
 授業計画:(1) 仏教美術の彫刻表現について1、
(2) 仏教美術の彫刻表現について2、(3) 仏教美
術の彫刻表現について3、(4) 仏教寺院の内陣の
構想について1、(5) 仏教寺院の内陣の構想につ
いて2、(6) 仏教寺院の内陣の構想について3、
(7) 仏教美術の大陸からの受容のあり方について
1、(8) 仏教美術の大陸からの受容のあり方につ
いて2、(9) 仏教美術の国風的表現について1、
(10) 仏教美術の国風的表現について2

西暦偶数年度開講。
01B9765, 01EB428と同
一。

0ATTA35 日本美術史演習I-1 2 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:日本美術に関する任
意の主題を実際に調査し、先行研究を検討し、主
題の解釈を行う。
 授業の概要:任意の主題(実際の文献史料)を調査
し、研究視点を構築する。
 授業計画:(1) 文献史料調査(写真撮影)の方法、
(2) 文献史料の調査1、(3) 文献史料の調査2、
(4) 文献史料の調査3、(5) 文献史料の調査4、
(6) 調査史料のディスカッション、(7) 文献史料
の補完調査1、(8) 文献史料の補完調査2、(9) 文
献史料の調査と研究視点、(10) 文献史料の総合
的な検討を行う

西暦奇数年度開講。
01EB429と同一。
2020年度開講せず。

0ATTA36 日本美術史演習I-2 2 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:日本美術に関する任
意の主題を実際に調査し、先行研究を検討し、主
題の解釈を行う。
 授業の概要:任意の主題(文献史料)を講読し、研
究視点を構築する。
 授業計画:(1) 文献史料講読の方法、(2) 文献史
料の講読1、(3) 文献史料の講読2、(4) 文献史料
の講読3、(5) 文献史料の講読4、(6) 文献史料の
講読5、(7) 文献史料の講読6、(8) 文献史料の講
読7、(9) 文献史料の講読8、(10) 文献史料の総
合的な検討を行う

西暦奇数年度開講。
01EB430と同一。
2020年度開講せず。

0ATTA37 日本美術史演習II-1 2 1.0 1・2 春AB 木6
芸術
B339

水野 裕史

授業の到達目標及びテーマ:日本美術に関する任
意の主題を実際に調査し、先行研究を検討し、主
題の解釈を行う。
 授業の概要:任意の主題(実際の作品)を調査し、
研究視点を構築する。
 授業計画:(1) 実際の作品の調査のあり方につい
て、(2) 作品調査の方法について、(3) 第1回調
査、(4) 調査作品についてのディスカッション、
(5) 調査作品のディスクリプション、(6) 第2回
調査(第1回調査の補完を行う)、(7) 調査報告の
あり方について、(8) 先行研究について、(9) 資
料調査と研究視点、(10) 総合的な解釈

西暦偶数年度開講。
01EB431と同一。
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0ATTA38 日本美術史演習II-2 2 1.0 1・2 秋AB 木6
芸術
B339

水野 裕史

授業の到達目標及びテーマ:日本美術に関する任
意の主題を実際に調査し、先行研究を検討し、主
題の解釈を行う。
 授業の概要:任意の主題(実際の作品)を調査し、
研究視点を構築する。
 授業計画:(1) 作品調査1、(2) 作品調査2、(3)
研究主題に基づき、検討を加える1、(4) 研究主
題に基づき、検討を加える2、(5) 先行研究につ
いて、検討を加える1、(6) 先行研究について、
検討を加える2、(7) 研究主題について、口頭発
表し、検討する1、(8) 研究主題について、口頭
発表し、検討する2、(9) 研究主題について、口
頭発表し、検討する3、(10) 研究主題の総合的な
検討を行う。

西暦偶数年度開講。
01EB432と同一。

0ATTA41 美術史学外演習I 2 2.0 1 秋ABC 集中
林 みちこ,水野
裕史,長田 年弘,
寺門 臨太郎

学外訪問先における調査演習。美術作品や歴史的
建築物を実地で観察し、美術史研究のプラクティ
カルな研究方法を演習する。

0ATTA42 美術史学外演習II 2 2.0 2 秋ABC 集中
林 みちこ,水野
裕史,長田 年弘,
寺門 臨太郎

学外訪問先における調査演習。美術作品や歴史的
建築物を実地で観察し、美術史研究のプラクティ
カルな研究方法を演習する。

専門科目【芸術支援領域】

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ATTB01 芸術支援学学外演習A-1 2 1.0 1 通年 随時
芸術
B139

直江 俊雄,石﨑
和宏,吉田 奈穂子

授業の到達目標及びテーマ:芸術支援に関わる運
営の実際について、現地調査をもとに多角的に理
解する力を付ける。
 授業の概要:芸術支援に関わる運営の現場を調査
し、テーマを決めて考察を行う。
 授業計画:(1) 芸術支援に関わる現場の検討:美
術館、美術ギャラリー、(2) 芸術支援に関わる現
場の検討:野外現代美術展会場、芸術祭、(3) 実
地調査対象の決定と調査方針の検討、(4) 分担に
よる事前調査、(5) 事前調査結果の発表、(6) 訪
問計画の作成、(7) 現地調査(観察と記録)、(8)
現地調査(インタビューと意見交換)、(9) 現地調
査(各自テーマの探究)、(10) 調査結果の報告と
討議

0ATTB02 芸術支援学学外演習A-2 2 1.0 2 通年 随時
芸術
B139

直江 俊雄,石﨑
和宏,吉田 奈穂子

授業の到達目標及びテーマ:芸術支援に関わる運
営の実際について、現地調査をもとに多角的に理
解する力を付ける。
 授業の概要:芸術支援に関わる運営の現場を調査
し、テーマを決めて考察を行う。また学外演習の
運営への参加も芸術支援の訓練としてとらえ、参
加者が効果的な学習ができるよう工夫し貢献す
る。
 授業計画:(1) 芸術支援に関わる現場の検討:学
校教育、美術館教育、(2) 芸術支援に関わる現場
の検討:アートとコミュニティ、アートと社会参
加、(3) 実地調査対象の決定と調査方針の検討、
(4) 分担による事前調査、(5) 事前調査結果の発
表、(6) 訪問計画の作成、(7) 現地調査(観察と
記録)、(8) 現地調査(インタビューと意見交
換)、(9) 現地調査(各自テーマの探究)、(10) 調
査結果の報告と討議

0ATTB03 芸術支援学学外演習B-1 2 1.0 1 通年 随時
芸術
B139

直江 俊雄,石﨑
和宏,吉田 奈穂子

授業の到達目標及びテーマ:芸術支援に関わる実
践と研究について、現地調査をもとに深く理解す
る力を付ける。
 授業の概要:芸術支援に関わる実践と研究の現場
を調査し、テーマを決めて考察を行う。
 授業計画:(1) 芸術支援に関わる現場の検討:授
業公開研究会、(2) 芸術支援に関わる現場の検
討:ワークショップ、(3) 実地調査対象の決定と
調査方針の検討、(4) 分担による事前調査、(5)
事前調査結果の発表、(6) 訪問計画の作成、(7)
現地調査(観察と記録)、(8) 現地調査(インタ
ビューと意見交換)、(9) 現地調査(各自テーマの
探究)、(10) 調査結果の報告と討議



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ATTB04 芸術支援学学外演習B-2 2 1.0 2 通年 随時
芸術
B139

直江 俊雄,石﨑
和宏,吉田 奈穂子

授業の到達目標及びテーマ:芸術支援に関わる実
践と研究について、現地調査をもとに深く理解す
る力を付ける。
 授業の概要:芸術支援に関わる実践と研究の現場
を調査し、テーマを決めて考察を行う。また学外
演習の運営への参加も芸術支援の訓練としてとら
え、参加者が効果的な学習をできるよう工夫し貢
献する。
 授業計画:(1) 芸術支援に関わる現場の検討:学
術研究会、(2) 芸術支援に関わる現場の検討:リ
サーチフォーラム、(3) 実地調査対象の決定と調
査方針の検討、(4) 分担による事前調査、(5) 事
前調査結果の発表、
(6) 訪問計画の作成、(7) 現地調査(観察と記
録)、(8) 現地調査(インタビューと意見交換)、
(9) 現地調査(各自テーマの探究)、(10) 調査結
果の報告と討議

0ATTB11 芸術教育方法論A-1 1 1.0 1・2 春AB 木4
芸術
B139

直江 俊雄

授業の到達目標及びテーマ:芸術教育の方法に関
する研究の多様なアプローチを理解し、各自の研
究方法確立へ向けての準備とする。
 授業の概要:主として現代における美術・デザイ
ン・工芸教育の方法に関して、比較教育の視点か
らの探究事例を論じる。
 授業計画:(1) 美術教育の比較研究(日本)、(2)
美術教育の比較研究(英国ほか)、(3) デザイン教
育の比較研究(日本)、(4) デザイン教育の比較研
究(英国ほか)、(5) 工芸教育の比較研究(日本)、
(6) 工芸教育の比較研究(英国ほか)、(7) 鑑賞教
育の比較研究(日本)、(8) 鑑賞教育の比較研究
(英国ほか)、(9) 教員養成の比較研究(日本)、
(10) 教員養成の比較研究(英国ほか)

西暦偶数年度開講。
01B9506, 01EB484と同
一。

0ATTB12 芸術教育方法論A-2 1 1.0 1・2 秋AB 木4
芸術
B139

直江 俊雄,吉田
奈穂子

授業の到達目標及びテーマ:芸術教育の方法に関
する研究の多様なアプローチを理解し、各自の研
究方法確立へ向けての準備とする。
 授業の概要:主として現代における美術・デザイ
ン・工芸教育の方法に関して、より適切な解釈を
提示できる能力の育成を目指して、文献資料の収
集と整理、解読、要約、問題点の提示、討論、論
述などを行う。
 授業計画:(1) 研究データベースについて(国内
の事例)、(2) 研究データベースについて(海外の
事例)、(3) 学術論文のレビューについて、(4)
国内の主要な研究動向、(5) 海外の主要な研究動
向、(6) 研究目的、方法、結果の相互関連、(7)
関連研究の把握と独自性の探究、(8) 調査方法の
概観、(9) 調査方法の信頼性と妥当性、(10) プ
レゼンテーション技法

西暦偶数年度開講。
01B9507, 01EB485と同
一。

0ATTB13 芸術教育方法論B-1 1 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:芸術教育の方法に関
する史的探究の事例を中心に、芸術教育に関する
主要な研究方法を理解し、各自の研究方法確立へ
向けての準備とする。
 授業の概要:近代における美術・デザイン・工芸
教育の方法に関して、主として19世紀後半から現
在までの英国における中等教育の変革を事例とし
て論じる。
 授業計画:(1) 芸術教育方法研究の概観(美術思
想とのかかわり)、(2) 芸術教育方法研究の概観
(教育思想とのかかわり)、(3) 芸術教育方法研究
の概観(社会的諸制度とのかかわり)、(4) 芸術教
育方法研究の概観(理念と方法論の関係)、(5) 芸
術教育方法研究の概観(成果と課題)、(6) 芸術教
育方法研究の事例検討(リチャードソンの基本理
念)、(7) 芸術教育方法研究の事例検討(リチャー
ドソンの方法論)、(8) 芸術教育方法研究の事例
検討(リチャードソンの方法の実際)、(9) 芸術教
育方法研究の事例検討(リチャードソンの成果)、
(10) 芸術教育方法研究の事例検討(リチャードソ
ンの課題)

西暦奇数年度開講。
01EB486と同一。
2020年度開講せず。
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0ATTB14 芸術教育方法論B-2 1 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:芸術教育の方法に関
する史的探究の事例を中心に、芸術教育に関する
主要な研究方法を理解し、各自の研究方法確立へ
向けての準備とする。
 授業の概要:近代における美術・デザイン・工芸
教育の方法に関して、芸術思想、教育思想、社会
的諸制度などの背景を含めて理解し、その探究か
ら導かれる諸問題について多角的に考察する。
 授業計画:(1) 研究課題と方法の設定(テーマの
選択)、(2) 研究課題と方法の設定(テーマと方法
の妥当性の検討)、(3) 研究課題と方法の設定(研
究の構造化)、(4) 研究課題と方法の設定(全体構
想の図式化)、(5) 資料収集と分析(収集法)、(6)
資料収集と分析(先行研究の成果)、(7) 資料収集
と分析(先行研究の限界)、(8) 資料収集と分析
(研究の位置づけの明確化)、(9) 資料解釈と論文
構成(問題の所在)、(10) 資料解釈と論文構成(目
的の明確化)

西暦奇数年度開講。
01EB487と同一。
2020年度開講せず。

0ATTB21 芸術学習支援論A 4 2.0 1・2 通年 随時
芸術
B139

直江 俊雄,吉田
奈穂子

授業の到達目標及びテーマ:ビジュアル・シンキ
ング・ストラテジーの理論と方法を理解し、学習
活動を支援する基礎力を身につける。
 授業の概要:美術館や学校における学習者中心の
鑑賞学習を促す代表的な方法であるビジュアル・
シンキング・ストラテジーの理論と方法、その指
導者育成について学ぶ。
 授業計画:(1) ビジュアル・シンキング・ストラ
テジーの概要、(2) 美的発達段階の研究方法
(Aesthetic Development Interview)、(3) 美的
発達段階論(説明する鑑賞者、構成する鑑賞者)、
(4) 美的発達段階論(分類する鑑賞者、解釈する
鑑賞者、再創造する鑑賞者)、(5) 幼児の学習支
援の考え方、教材と方法、(6) 小学校低学年の学
習支援の考え方、教材と方法、(7) 小学校中・高
学年の学習支援の考え方、教材と方法、(8) 中等
教育以降における学習支援の考え方、教材と方
法、(9) 子ども対象の実地演習(子ども・アー
ト・ラウンジの立案)、(10) 子ども対象の実地演
習(子ども・アート・ラウンジの行動プラン策
定)、(11) 子ども対象の実地演習(子ども・アー
ト・ラウンジでのファシリテーション)、(12) 子
ども対象の実地演習(子ども・アート・ラウンジ
でのVSTの位置づけ)、(13) 子ども対象の実地演
習(子ども・アート・ラウンジの実践)、(14) 子
ども対象の実地演習の評価(子ども・アート・ラ
ウンジの成果)、(15) 子ども対象の実地演習の評
価(今後の課題)、(16) VTSコーチングの基礎、
(17) VTSコーチングの実地演習(受容的態度)、
(18) VTSコーチングの実地演習(行動の理解)、
(19) VTSコーチングの実地演習(集団における啓
発)、(20) VTSコーチングの実地演習(改善への示
唆)

西暦偶数年度開講。
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0ATTB22 芸術学習支援論B 4 2.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:ビジュアル・シンキ
ング・ストラテジーの理論と方法を理解し、学習
活動を支援する基礎力を身につける。
 授業の概要:美術館や学校における学習者中心の
鑑賞学習を促す代表的な方法であるビジュアル・
シンキング・ストラテジーの理論と方法について
学ぶ。
 授業計画:(1) ビジュアル・シンキング・ストラ
テジーの考え方、(2) ビジュアル・シンキング・
ストラテジーの方法、(3) ビジュアル・シンキン
グ・ストラテジーの活用、(4) 学習支援の考え方
と実際、(5) ファシリテーション技法(基本質問
の理解)、(6) ファシリテーション技法(パラフ
レーズの理解)、(7) ファシリテーション技法(パ
ラフレーズの応用)、(8) ファシリテーション技
法(動作)、(9) ファシリテーション技法(態度)、
(10) ファシリテーション技法 (リンク)、(11)
ビデオ実地演習(教材の検討)、(12) ビデオ実地
演習(技法の習得)、(13) ビデオ実地演習の評
価、(14) 子ども対象の実地演習(子ども・アー
ト・ラウンジの立案)、(15) 子ども対象の実地演
習(子ども・アート・ラウンジの行動プラン策
定)、(16) 子ども対象の実地演習(子ども・アー
ト・ラウンジでのファシリテーション)、(17) 子
ども対象の実地演習(子ども・アート・ラウンジ
でのVSTの位置づけ)、(18) 子ども対象の実地演
習(子ども・アート・ラウンジの実践)、(19) 子
ども対象の実地演習の評価(子ども・アート・ラ
ウンジの成果)、(20) 子ども対象の実地演習の評
価(今後の課題)

西暦奇数年度開講。
2020年度開講せず。

0ATTB31
芸術支援ワークショッ
プI

2 1.0 1 秋ABC 集中
芸術
B139

直江 俊雄，吉田
奈穂子

授業の到達目標及びテーマ:芸術支援に関わる
ワークショップに参加し、芸術支援活動の対象、
方法、評価、意義、ならびに社会との関わりにつ
いて多角的に考える力を付ける。
 授業の概要:美術・デザイン・工芸など芸術に関
わる高校生のエッセイコンテスト「高校生アート
ライター大賞」に学生選考委員として参加し、
アートライティング教育の実践を支援しながら、
芸術支援における言葉の役割を考える。
 授業計画:(1) 日本の美術・デザイン・工芸教育
の特色と課題、(2) 日本と英国の中等美術教育に
おけるアートライティングの比較、(3) アートラ
イティング教育の意義と方法、(4) 高校生アート
ライター大賞の目的、歴史、運営、(5) 高校生
アートライター大賞の選考基準、(6) 過去受賞作
品の検討、(7) 選考過程リハーサル、(8) 第一次
選考作品の検討、(9) 第一次選考作品の評価、
(10) 本授業の成果と課題

西暦偶数年度開講。
01EB482と同一。

0ATTB32
芸術支援ワークショッ
プII

2 1.0 2

授業の到達目標及びテーマ:芸術支援に関わる
ワークショップに参加し、芸術支援活動の対象、
方法、評価、意義、ならびに社会との関わりにつ
いて多角的に考える力を付ける。
 授業の概要:美術・デザイン・工芸など芸術に関
わる高校生のエッセイコンテスト「高校生アート
ライター大賞」に学生選考委員として参加し、
アートライティング教育の実践を支援しながら、
芸術教育における言葉の役割を考える。
 授業計画:(1) 「制作体験」のアートライティン
グと美術・デザイン・工芸の学習における「表
現」、(2) 「作品探究」のアートライティングと
美術・デザイン・工芸の学習における「鑑賞」、
(3) 「芸術支援」のアートライティングと美術・
デザイン・工芸の学習の社会的視点、(4) 高校生
アートライター大賞の参加者の意識、(5) 高校生
アートライター大賞に参加した指導者の意識、
(6) 選考過程リハーサル、(7) 第二次選考作品の
検討、(8) 第二次選考作品の評価、(9) 筑波大学
学生賞の選考、(10) 本授業の成果と課題

西暦奇数年度開講。
01EB483と同一。
2020年度開講せず。
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0ATTB33
芸術支援ワークショッ
プIII

2 1.0 2

授業の到達目標及びテーマ:芸術支援に関わる
ワークショップに参加し、芸術支援活動の対象、
方法、評価、意義、ならびに社会との関わりにつ
いて多角的に考える力を付ける。
 授業の概要:美術・デザイン・工芸など芸術に関
わる高校生のエッセイコンテスト「高校生アート
ライター大賞」に学生選考委員として参加し、
アートライティング教育の実践を支援しながら、
芸術教育における言葉の役割を考える。
 授業計画:(1) オリエンテーション、(2) ワーク
ショップ活動の企画、(3) アートライティング学
習の評価方法、(4) アートライティング学習の奨
励方法、(5) アートライティング学習支援の実
際、(6) アートライティング学習支援メッセージ
の作成、(7) アートライティング学習による交流
支援の計画、(8) アートライティング学習による
交流支援の実施、(9) アートライティング学習に
よる交流支援の評価、(10) 本授業の成果と課題

西暦奇数年度開講。
01EB497と同一。
2020年度開講せず。

0ATTB41 芸術学習支援演習A 2 1.0 1・2 通年 随時
芸術
B139

直江 俊雄,吉田
奈穂子

授業の到達目標及びテーマ:ビジュアル・シンキ
ング・ストラテジーの高度な実践とコーチングの
方法を学ぶ。
 授業の概要:美術館や学校における学習者中心の
鑑賞学習を促す代表的な方法であるビジュアル・
シンキング・ストラテジーの理論と方法について
学ぶ。
 授業計画:(1) ビジュアル・シンキング・ストラ
テジーにおけるコーチングの考え方、(2) ビジュ
アル・シンキング・ストラテジーにおけるコーチ
ングの方法、(3) ビジュアル・シンキング・スト
ラテジーにおけるコーチングの活用、(4) コーチ
ングの実際、(5) コーチング技法(基本質問の理
解)、(6) コーチング技法(パラフレーズの理
解)、(7) コーチング技法(パラフレーズの応
用)、(8) コーチング技法(動作)、(9) コーチン
グ技法(態度)、(10) コーチング技法 (リンク)、
(11) コーチングの実地演習(学習プログラムの検
討)、(12) コーチングの実地演習(行動プラン策
定)、(13) コーチングの実地演習(教材の選定)、
(14) コーチングの実地演習(演習授業での指導実
践)、(15) コーチングの実地演習(指導実践の振
り返り)、(16) コーチングの実地演習(指導実践
の改善)、(17) コーチングの実地演習(グループ
ワークの指導実践)、(18) コーチングの実地演習
(学習者からの振り返り)、(19) コーチングの実
地演習の評価(学習者の達成状況)、(20) コーチ
ングの実地演習の評価(今後の課題)

西暦偶数年度開講。

0ATTB42 芸術学習支援演習B 2 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:ビジュアル・シンキ
ング・ストラテジーの高度な実践とコーチングの
考え方と技法を実地に応用する。
 授業の概要:美術館や学校における学習者中心の
鑑賞学習を促す代表的な方法であるビジュアル・
シンキング・ストラテジーを初心者に指導するた
めのコーチングの考え方と技法を実地に身につけ
る。
 授業計画:(1) コーチングとファシリテーショ
ン、(2) ビジュアル・シンキング・ストラテジー
におけるコーチングの適用上の課題、(3) ビジュ
アル・シンキング・ストラテジーにおけるコーチ
ングの発展、(4) コーチングの実地応用、(5)
コーチング技法(視線の活用)、(6) コーチング技
法(高度なパラフレーズ)、(7) コーチング技法
(作品テーマに応じたパラフレーズ)、(8) コーチ
ング技法(身体性)、(9) コーチング技法(表情)、
(10) コーチング技法 (中立性の保持)、(11)
コーチングの実地演習(作品の配列)、(12) コー
チングの実地演習(学習者への導入)、(13) コー
チングの実地演習(想定と実際)、(14) コーチン
グの実地演習(テーマ別演習)、(15) コーチング
の実地演習(知識の活用)、(16) コーチングの実
地演習(語彙の検討)、(17) コーチングの実地演
習(相互作用)、(18) コーチングの実地演習(肯定
と励まし)、(19) コーチングの実地演習の評価
(課題の共有)、(20) コーチングの実地演習の評
価(改善提案)

西暦奇数年度開講。
2020年度開講せず。
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専門科目【洋画領域】

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ATTC01 洋画技法論特講 1 1.0 1・2 春AB 木1
6A410-
1,6A41

3
仏山 輝美

授業の到達目標及びテーマ:絵画・西洋絵画の様
式について理解し、技法上の特性について学ぶ。
 授業の概要:絵画・西洋絵画の様式について理解
し、技法上の特性について分析、論述する。
 授業計画:(1) 絵画の形式について-絵画の物理
的性質と表現、(2) 絵画の形式について-絵画の
観念的性質と表現、(3) 絵画における造形上の基
本的要素について、(4) 西洋絵画の様式について
1 クラシック、フィレンツェ・ライン、(5) 西洋
絵画の様式について2 バロック、ベネチア・ライ
ン、(6) 絵画の様式について3 技法・材料と様
式、(7) 絵画空間の構造について1 遠近法、(8)
絵画空間の構造について2 前景、中景、後景、
(9) 絵画空間の構造について3 プランの分離体
系、(10) 現代における絵画表現の意義と独自性
について

0ATTC11 西洋美術技法演習-1 2 2.0 1・2 春AB 木4,5
6A410-
1,6A41

3

内藤 定壽,仏山
輝美

授業の到達目標及びテーマ:技法・材料実験なら
びに制作実践を通して、洋画に関する技法を習得
する。
 授業の概要:西洋絵画を中心に、古典から現代に
及ぶ様々な作品例・技法例を示し絵画制作にかか
わる多様な表現方法について講じる。

0ATTC12 西洋美術技法演習-2 2 2.0 1・2 秋AB 木4,5
6A410-
1,6A41

3

星 美加,福満 正
志郎

技法・材料実験ならびに制作実践を通して、洋画
に関する技法を習得する。
西洋絵画を中心に、古典から現代に及ぶ様々な作
品例・技法例を示し絵画制作にかかわる多様な表
現方法について講じる。

0ATTC21 洋画制作A-1 3 2.0 1 春ABC
月4,5
集中

6A410-
1,6A41

3
内藤 定壽

授業の到達目標及びテーマ:
・戸外での風景画制作、モチーフに基づく静物画
および人体モデルに基づく人物画の制作に取り組
み、観念的な表現ではなく、主体的な表現意図を
持ちつつも客観的な描写力と表現力に支えられた
画力を身につける。
・制作実践を通して、絵画技法について理解し、
実践する。
・制作実践を通して、画家として自立的に活動す
るための基本的な専門知識・技法、並びに柔軟な
発想力・構想力を身につける。
 授業の概要:風景画、静物画、人物画の制作に取
り組み、画家として表現活動を展開するための基
本的な態度と画力を養成する。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2)~(6) 風景画制
作、(7)~(9) 人物写生、(10)~(14) 作品制作1(自
由課題)、(15)~(19) 作品制作2(自由課題)、(20)
作品講評、授業のまとめ

特になし

0ATTC22 洋画制作A-2 3 1.0 1 秋AB 月4,5
6A410-
1,6A41

3
内藤 定壽

授業の到達目標及びテーマ:
・人体モデルに基づく人物画(もしくは構想画)の
制作に取り組み、観念的な表現ではなく、主体的
な表現意図を持ちつつも客観的な描写力と表現力
に支えられた画力を身につける。
・作品制作を通して、絵画技法について理解し、
実践する。
・制作実践を通して、画家として自立的に活動す
るための基本的な専門知識・技法、並びに柔軟な
発想力・構想力を身につける。
 授業の概要:構想に基づく人物画の制作に取り組
み、画家として表現活動を展開するための基本的
な絵画技術と描画力を養成する。 授業計画:(1)
ガイダンス、(2)~(5) 人物写生(裸婦モデル)、
(6)~(9) 人物写生にもとづく作品制作(自由課
題)、(10) 作品講評、授業のまとめ

洋画制作A-1を履修済
みであること。

0ATTC23 洋画制作B-1 3 2.0 1 春ABC
火2,3
集中

6A410-
1,6A41

3
仏山 輝美

人体および静物の写生に基づく課題作品制作、自
らの構想に基づく自主制作作品の制作に取り組
み、絵画制作実践にかかわる画力、表現力を高め
る。

0ATTC24 洋画制作B-2 3 1.0 1 秋AB 火2,3
6A410-
1,6A41

3
仏山 輝美

人体の写生に基づく課題作品制作、自らの構想に
基づく自主制作作品の制作に取り組み、絵画制作
実践にかかわる画力、表現力をより一層高めると
同時に、個々に独自の制作方法論を模索する。
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0ATTC25 洋画制作C-1 3 2.0 1 春ABC
木2,3
集中

6A410-
1,6A41

3
福満 正志郎

授業の到達目標及びテーマ:
・野外での風景画制作、モチーフに基づく静物画
および人体モデルに基づく人物画の制作に取り組
み、観念的な表現ではなく、主体的な表現意図を
持ちつつも客観的な描写力と表現力に支えられた
画力を身につける。
・制作実践を通して、構想と表現内容、構想と表
現方法の連関について理解し、実践する。
・制作実践を通して、画家として自立的に活動す
るための基本的な専門知識・技法、並びに柔軟な
発想力・構想力を身につける。
 授業の概要:風景画、静物画、人物画の制作に取
り組み、画家として表現活動を展開するための基
本的な態度と画力を養成する。特に、構想の表現
効果に着目した描画方法と画面構成について指導
する。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2)~(3) 風景画制
作、(4)~(6) 静物画制作、(7)~(9) 人物写生(裸
婦モデル)、(10) 作品制作1 各自の設定したテー
マに基づき独自の構想的表現を試みる、
(11)~(14) 作品制作1(自由課題)、(15)~(19) 作
品制作2(自由課題)、(20) 作品講評、授業のまと
め

0ATTC26 洋画制作C-2 3 1.0 1 秋AB 木2,3
6A410-
1,6A41

3
福満 正志郎

授業の到達目標及びテーマ:
・人体モデルに基づく人物画(もしくは構想画)の
制作に取り組み、観念的な表現ではなく、主体的
な表現意図を持ちつつも客観的な描写力と表現力
に支えられた画力を身につける。
・作品制作を通して、構想と表現内容、構想と表
現方法の連関について理解し、実践する。
・制作実践を通して、画家として自立的に活動す
るための基本的な専門知識・技法、並びに柔軟な
発想力・構想力を身につける。
 授業の概要:構想に基づく人物画の制作に取り組
み、画家として表現活動を展開するための基本的
な態度と画力を養成する。特に、独自の構想表現
の拡大、表現意図の確認等のよって、制作の向上
を目指し指導する。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2) 作品展示、作品
講評、(3)~(5) 人物写生(裸婦モデル)、(6)~(9)
人物写生に基づく作品制作(自由課題)、(10) 作
品講評、授業のまとめ

0ATTC27 洋画制作D-1 3 2.0 1 春ABC
金2,3
集中

6A410-
1,6A41

3
星 美加

戸外での風景画制作、静物画および人体モチーフ
をテーマに絵画制作を行う。多様なモチーフを対
象とした制作によって、特に油彩表現の特性と構
図と形態の表現効果に着目した描画方法を具体的
に体験し、受講生各自が独自の構想に基づく表現
へ展開する契機とする。
秋学期開催の学外における作品展示(つくば美術
館)にむけて、作品資料等の収集、技法研究、構
想の錬磨等、同時並行的におこないながら、独自
の表現を目指す。

0ATTC28 洋画制作D-2 3 1.0 1 秋AB 金2,3
6A410-
1,6A41

3
星 美加

人体および選択されたモチーフによる油絵制作を
行う。特に形態について、個別に指導する。本学
期開催の学外における作品展示(つくば美術館)に
むけて、作品資料等の収集、技法研究、構想の錬
磨等、同時並行的におこないながら、独自の表現
を目指す。
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0ATTC31 洋画特別制作A-1 3 2.0 2 春ABC
月2,3
集中

6B404,
6B405

仏山 輝美

授業の到達目標及びテーマ:
・各自、表現のテーマやねらいに沿って作品を構
想し、絵画表現を構築する手法を学ぶ。
・自らの作品における色彩(色料)の表現効果を分
析し、その傾向と独自性を把握して絵画表現を展
開する力を身につける。
・制作実践を通して、画家として自立的に活動す
るための独自の制作方法を確立する。
 授業の概要:絵画表現の独自性を理解し、表現の
主題と内容をしっかりと見据えて造形し発信する
態度を養成する。また、作品の自主制作と発表を
促し、対外的な評価の獲得によって活動の基盤を
形成できるよう助言する。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2)~(6) 作品制作
1~5、制作方法論の構築を見据えた制作実践とそ
の評価、(7)~(10) 作品制作6~9 自作作品の色彩
分析を踏まえた制作実践、(11)~(14) 作品制作
10~13 参考作品の色彩分析を踏まえた制作実践、
(15)~(17) 作品制作14~16 色彩・色料に着目した
作品展開のための制作実践、(18)~(19) 作品制作
17~18 表現主題と色彩の連関に着目した作品展開
のための制作実践、(20) 作品講評

0ATTC32 洋画特別制作A-2 3 1.0 2 秋AB 月2,3
6B404,
6B405

仏山 輝美

授業の到達目標及びテーマ:
・各自、表現のテーマやねらいに沿って作品を構
想し、絵画表現を構築する手法を確立する。
・自らの作品制作において色彩(色料)の表現効果
をさらに発展させ、独自の絵画表現を展開する力
を育てる。
・制作実践を通して、画家として自立的に活動す
るための独創的な制作方法論を構築する。
 授業の概要:高度な描画力と専門知識を活かした
独創的な絵画表現を実現するために、受講者個々
の表現内容および描画方法について助言・指導を
行う。また、作品の制作と発表を促し、対外的な
評価の獲得によって活動の基盤を形成できるよう
助言する。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2) 作品制作1 絵画
空間と色彩、(3) 作品制作2 形態と色彩、(4) 作
品制作3 質感と色彩、(5) 作品制作4 混色と重
色、(6) 作品制作5 色彩と色料、(7) 作品制作6
筆触と色彩、(8) 作品制作7 絵画の物理的性質と
色彩・色料、(9) 作品制作8 技法・材料の多様性
と色彩、(10) 作品講評

0ATTC33 洋画特別制作B-1 3 2.0 2 春ABC
火2,3
集中

6B404,
6B405

星 美加

秋学期開催の学外における作品展示(つくば美術
館)にむけて、作品資料等の収集、技法研究、構
想の錬磨等、同時並行的におこないながら、独自
の表現を目指す。
修了研究にむけて、テーマの設定、技法研究を中
心に継続的に制作をおこなう。より高度な絵画技
術を習得し、独自の構想力、表現力を養えるよう
指導するとともに、修了後も作家として制作活動
に携わるための指導を行う。

0ATTC34 洋画特別制作B-2 3 1.0 2 秋AB 火2,3
6B404,
6B405

星 美加

本学期開催の学外における作品展示(つくば美術
館)にむけて、作品資料等の収集、技法研究、構
想の錬磨等、同時並行的におこないながら、独自
の表現を目指す。
修了研究にむけて、テーマの設定、技法研究を中
心に課題制作を継続する。修了研究(作品及び研
究報告書)の作成。より高度な絵画技術を習得
し、独自の構想力、表現力を養えるよう指導する
とともに、修了後も作家として制作活動に携わる
ための指導を行う。
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0ATTC35 洋画特別制作C-1 3 2.0 2 春ABC
木4,5
集中

6B404,
6B405

福満 正志郎

授業の到達目標及びテーマ:
・各自、表現のテーマやねらいに沿って作品を構
想し、絵画表現を構築する手法を学ぶ。
・自らの作品における構想とイメージの表現効果
を分析し、その傾向と独自性を把握して絵画表現
を展開する力を身につける。
・制作実践を通して、画家として自立的に活動す
るための独自の制作方法を確立する。
 授業の概要:絵画表現の独自性を理解し、表現の
主題と内容をしっかりと見据えて造形し発信する
態度を養成する。また、作品の自主制作と発表を
促し、対外的な評価の獲得によって活動の基盤を
形成できるよう助言する。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2) 作品制作1 テー
マに基づいた構想、(3) 作品制作2 イメージと構
想、(4) 作品制作3 造形要素と構想、(5) 作品制
作4 構想表現のための技法・材料実験、(6) 作品
制作5 イメージのリアリティについて、(7) 作品
制作6 参考作品にみる構想表現の検討、(8) 作品
制作7 参考作品の構想についての技法・材料実
験、(9) 作品制作8 参考作品の構想表現を踏まえ
た制作実践、(10)~(12) 作品制作9-11 イメージ
の展開に着目した作品制作の方法と検討、
(13)~(14) 作品制作1213 イメージと構想の連関
に着目した作品展開のための制作実践、(15) 作
品制作1 主題と構想、(16) 作品制作2 イメージ
と構想、(17) 作品制作3 造形要素と構想、(18)
作品制作4 技法・材料実験、(19) 作品制作5 イ
メージとリアリティ、(20) 作品講評

0ATTC36 洋画特別制作C-2 3 1.0 2 秋AB 木4,5
6B404,
6B405

福満 正志郎

授業の到達目標及びテーマ:
・各自、表現のテーマやねらいに沿って作品を構
想し、絵画表現を構築する手法を学ぶ。
・自らの作品における構想とイメージの表現効果
を分析し、その傾向と独自性を把握して絵画表現
を展開する力を身につける。
・制作実践を通して、画家として自立的に活動す
るための独創的な制作方法論を構築する。
 授業の概要:高度な描画力と専門知識を活かした
独創的な絵画表現を実現するために、受講者個々
の表現内容および描画方法について助言・指導を
行う。また、作品の制作と発表を促し、対外的な
評価の獲得によって活動の基盤を形成できるよう
助言する。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2) 作品制作1 構想
表現の検討、(3) 作品制作2 構想の技法・材料実
験、(4) 作品制作3 独自の構想表現の制作実践、
(5) 作品制作4 イメージ展開の方法の検討、
(6)~(9) 作品制作5-8 イメージ展開のための技
法・材料実験、制作実践、(10) 作品講評

0ATTC37 洋画特別制作D-1 3 2.0 2 春ABC
金4,5
集中

6B404,
6B405

内藤 定壽

授業の到達目標及びテーマ:
・個別に設定・選択した主題に沿って独自の表現
様式や方法を追求し、作品化する。
・自らの作品における構図・形態の表現効果を分
析し、その傾向と独自性を把握して表現を展開す
る力を身につける。
・制作実践及び作品発表を通して、画家として自
立的に活動するための独自の制作方法を確立す
る。
 授業の概要:受講生各自が自身の表現の主題と内
容を基に基底材のサイズ・描画材等を選択し、作
品制作を行う。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2)~(5) 作品制作1-
4 自作作品の構図・形態分析を踏まえた制作実
践、(6)~(9) 作品制作5-8 参考作品にみる構図・
形態の分析、制作実践、(10)~(12) 作品制作9-11
構図・形態に着目した作品展開、制作実践、
(13)~(14) 作品制作1213 表現主題と構図・形態
の連関に着目した作品展開の方法の検討、制作実
践、(15) 作品制作1 主題と形態、(16) 作品制作
2 構想と形態、(17) 作品制作3 構図と形態、
(18) 作品制作4 形態の対比・調和、(19) 作品制
作5 調子と形態、(20) 作品講評

洋画制作を履修済みで
あること
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0ATTC38 洋画特別制作D-2 3 1.0 2 秋AB 金4,5
6B404,
6B405

内藤 定壽

授業の到達目標及びテーマ:
・個別に設定・選択した主題に沿って独自の表現
様式や方法を追求し、作品化する。
・自らの作品における構図・形態の表現効果をさ
らに発展させ、独自の表現を展開する力を身につ
ける。
・各自、表現のテーマやねらいに沿って作品を構
想し、絵画表現を構築する手法を確立する。
 授業の概要:高度な描画力と専門知識を活かした
独創的な絵画表現を実現するために、受講者個々
の表現内容および描画方法について助言・指導を
行う。また、作品の制作と発表を促し、対外的な
評価の獲得によって活動の基盤を形成できるよう
助言する。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2) 作品制作1 構図
の検討、(3) 作品制作2 形態の技法・材料実験、
(4) 作品制作3 独自の構図・形態の表現の制作実
践、(5) 作品制作4 イメージと構図の展開の方法
の検討、(6)~(9) 作品制作5-8 イメージと形態の
展開のための技法・材料実験、制作実践、(10)
作品講評

洋画特別制作D-1を履
修済みであること。

0ATTC41 洋画野外風景実習 3 1.0 1・2 通年 集中
内藤 定壽,福満
正志郎,仏山 輝美

授業の到達目標及びテーマ:屋外において自然風
景の写生に取り組み、風景画制作の実践のための
手立てと描画方法を習得して、受講者個々の描写
力・表現力を高める。
 授業の概要:自然に学ぶ態度を培い、観察力や洞
察力に基づく描写力を高めて、独創的な絵画表現
のための礎となるよう風景画制作における受講者
個々の表現内容および描画方法について助言・指
導を行う。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2) 風景画制作1 構
図、(3) 風景画制作2 明暗、(4) 風景画制作3 色
彩、(5) 風景画制作4 形態、量感、質感、(6) 風
景画制作5 空間、奥行き、(7) 風景画制作6 マチ
エール、テクスチャ、(8) 風景画制作7 筆致、
(9) 風景画制作8 技法・材料と表現、(10) 風景
画制作9 作品講評、作品展示

01EB224と同一。

専門科目【版画領域】

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ATTD01 版画制作A-1 3 2.0 1 春ABC
木2,3
集中

6A105
C204

田島 直樹

木版画、スクリーンプリントの原理を理解し、技
法を習得する。合わせて、教材としての版画の指
導方法について実践を通して考察する。

0ATTD02 版画制作A-2 3 1.0 1 秋AB 木2,3
6A105
C204

田島 直樹

銅版画(エッチング・アクアチント)、コラグラフ
の原理を理解し、技法を習得する。合わせて、教
材としての版画の指導方法について実践を通して
考察する。

0ATTD03 版画制作B-1 3 2.0 1 春ABC
金2,3
集中

6A105
C204

田島 直樹

専門とする版種に関する作家・作品・技法につい
て、調査・研究・実験制作を通して自己の制作に
活かす。

0ATTD04 版画制作B-2 3 1.0 1 秋AB 金2,3
6A105
C204

田島 直樹

専門とする版種に関する作家・作品・技法につい
て、調査・研究・実験制作を通して自己の制作に
活かす。

0ATTD11 版画特別制作-1 3 2.0 2 春ABC
木4,5
集中

6A105
C204

田島 直樹

個別に設定されたテーマによって版種を選び、修
了研究に向けて版画の制作実験を試みる。

0ATTD12 版画特別制作-2 3 1.0 2 秋AB 木4,5
6A105
C204

田島 直樹

個別に設定されたテーマによって版種を選び、修
了研究に関連した版画の制作研究を行う。また、
学外で作品の成果発表を行う。

0ATTD21 版画技法演習A 2 2.0 1・2

版画の性能の特徴である複数性を応用して、版画
集を作成する。その形態や体裁・仕掛けについて
協議し、共同制作を行う。

西暦奇数年度開講。
2020年度開講せず。

0ATTD22 版画技法演習B 2 2.0 1・2 秋AB 随時
6A105
C204

田島 直樹

アルミ板を使用した平版の様々な技法について演
習を行う。

西暦偶数年度開講。

0ATTD31 版画学外演習 2 1.0 1・2 春学期 集中
6A105
C204

田島 直樹

版画に関する各自のテーマに基づき、実地研修を
行う。

専門科目【日本画領域】

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考
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0ATTE01 日本美術技法演習-1 2 2.0 1・2 秋C
木2,3
集中

アート
&デザ
イン実
習室1

太田 圭,程塚 敏
明,山本 浩之

授業の到達目標及びテーマ:古典、中世、近代の
作品・模写を通して、専門的素材の用法及び材料
使用にともなう種々の技法について演習を行い、
伝統的日本画の表現技法のあり方について考察す
る。
 授業の概要:中国宋元画の複製(色紙)を模本とし
て、絹本に日本画の素材と材料及び技法を用い
て、古典模写を行う。
 授業計画:(1) ガイダンス(授業課題に関する説
明)、(2) 古典模写について(模本の選択、中国宋
元画について)、(3)~(4) 薄美濃紙による上げ写
し、(5) 絹染め(絵絹を矢車の実によって染色
し、古色をつける)、(6)~(9) 絹本への上げ写
し、(10) 講評・評価を行う(研究成果の反省と展
望)

0ATTE02 日本美術技法演習-2 2 2.0 1・2 秋AB 木2,3

アート
&デザ
イン実
習室1

太田 圭,程塚 敏
明,山本 浩之

授業の到達目標及びテーマ:古典、中世、近代の
作品・模写を通して、専門的素材の用法及び材料
使用にともなう種々の技法について演習を行い、
伝統的日本画の表現技法のあり方について考察す
る。
 授業の概要:中国宋元画の複製(色紙)を模本とし
て、絹本に日本画の素材と材料及び技法を用い
て、古典模写を行う。
 授業計画:(1) ガイダンス(授業課題に関する説
明)、(2) 胡粉による地塗り(胡粉と膠の種類につ
いての検討)、(3) 古色の表現(日本画の色材と水
干絵具について)、(4)~(8) 彩色による表現、(9)
模写の完成と保存(表装について)、(10) 講評・
評価を行う(研究成果の反省と展望)

0ATTE11 日本画制作A-1 3 2.0 1
春BC
秋C

火2,3
集中

5C306 太田 圭

授業の到達目標及びテーマ:日本画の専門的な技
術を基礎とし、与えられたテーマに対処しなが
ら、創作的内容を伴う表現力を修得する。
 授業の概要:自由制作を課題とし、主題の設定か
ら表現方法について検討することで、独創的表現
力を養う。
 授業計画:(1) ガイダンス(授業課題に関する説
明)、(2)~(4) 主題の設定と資料収集、(5)~(6)
材料技法・制作方法の検討、(7)~(19) 「各自が
自由にテーマを設定する日本画制作I」、(20) 講
評・評価を行う(研究成果の反省と展望)

0ATTE12 日本画制作A-2 3 1.0 1 秋AB 火2,3 5C306 太田 圭

授業の到達目標及びテーマ:日本画の専門的な技
術を基礎とし、与えられたテーマに対処しなが
ら、造形的内容を伴う表現力を修得する。
 授業の概要:自由制作を課題とし、テーマについ
て表現意図を追求しながら、日本画の表現技法と
構想力・描写力を養う。
 授業計画:(1) ガイダンス(授業課題に関する説
明)、(2)~(4) 主題の設定と資料収集、(5)~(6)
材料技法・制作方法の検討、(7)~(19) 「各自が
自由にテーマを設定する日本画制作II」、(20)
講評・評価を行う(研究成果の反省と展望)

0ATTE13 日本画制作B-1 3 2.0 1
春BC
秋C

木4,5
集中

5C306 程塚 敏明

授業の到達目標及びテーマ:日本画の専門的な技
術を基礎とし、表現内容と技法との必然性につい
て考察する。
 授業の概要:自由制作を課題とし、テーマについ
て表現意図を効果的に伝える方法を修得する。
 授業計画:(1) ガイダンス(授業課題に関する説
明)、(2)~(5) 表現技法の検討、(6)~(19) 各自が
自由にテーマを設定する日本画制作I」、(19)
(20) 講評・評価を行う(研究成果の反省と展望)

0ATTE14 日本画制作B-2 3 1.0 1 秋AB 木4,5 5C306 程塚 敏明

授業の到達目標及びテーマ:日本画の専門的な技
術を基礎とし、表現内容と技法についての効果に
ついて考察する。
 授業の概要:自由制作を課題とし、テーマについ
て表現意図を効果的に展開する方法を修得する。
 授業計画:(1) ガイダンス(授業課題に関する説
明)、(2)~(5) 表現技法の検討、(6)~(19) 各自が
自由にテーマを設定する日本画制作II」、(19)
(20) 講評・評価を行う(研究成果の反省と展望)
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0ATTE15 日本画制作C-1 3 2.0 1
春BC
秋C

金2,3
集中

5C306 山本 浩之

授業の到達目標及びテーマ:日本画の専門的な技
術を基礎とし、表現内容と日本画の形式について
考察する。
 授業の概要:自由制作を課題とし、テーマについ
ての表現意図と構成力をを養う。
 授業計画:(1) ガイダンス(授業課題に関する説
明)、(2)~(5) 表現形式の検討、(6)~(19) 各自が
自由にテーマを設定する日本画制作I」、(19)
(20) 講評・評価を行う(研究成果の反省と展望)

0ATTE16 日本画制作C-2 3 1.0 1 秋AB 金2,3 5C306 山本 浩之

授業の到達目標及びテーマ:日本画の専門的な技
術を基礎とし、表現内容と日本画の支持体につい
て考察する。
 授業の概要:自由制作を課題とし、テーマについ
ての表現意図と構成力及び表現力を養う。
 授業計画:(1) ガイダンス(授業課題に関する説
明)、(2)~(5) 支持体の検討、(6)~(19) 各自が自
由にテーマを設定する日本画制作II」、(19)
(20) 講評・評価を行う(研究成果の反省と展望)

0ATTE21 日本画特別制作A-1 3 2.0 2
春BC
秋C

月2,3
集中

5C306 太田 圭

授業の到達目標及びテーマ:各自でテーマを設定
し、日本画の専門的な知識と技術を用いて、高度
な表現技法を伴う制作研究を行い、作家としての
表現の確立を追求する。
 授業の概要:自由制作というテーマを課題とし、
主題の設定と表現技法の必然性について考察する
とともに、多様な日本画表現の可能性について深
く追求できる画力を養う。
 授業計画:(1) ガイダンス(授業課題に関する説
明)、(2)~(7) 課題1「自由制作をテーマとした日
本画表現I」、(8)~(15) 課題2「自由制作をテー
マとした日本画表現II」、(16)~(19) 課題3「自
由制作をテーマとした日本画表現III、(20) 講
評・評価を行う(研究成果の反省と展望)

0ATTE22 日本画特別制作A-2 3 1.0 2 秋AB 月2,3 5C306 太田 圭

授業の到達目標及びテーマ:各自でテーマを設定
し、日本画の専門的な表現技法を応用して、高度
な制作研究を行い、作家としての表現の確立を追
求する。
 授業の概要:自由制作というテーマを課題とし、
主題の設定と表現技法の必然性を追求し、多様な
日本画表現の可能性について対応できる力を養
う。
 授業計画:(1) ガイダンス(授業課題に関する説
明)、(2)~(7) 課題1「自由制作をテーマとした日
本画表現III」、(8)~(15) 課題2「自由制作を
テーマとした日本画表現IV」、(16)~(19) 課題3
「自由制作をテーマとした日本画表現III、(20)
講評・評価を行う(研究成果の反省と展望)

0ATTE23 日本画特別制作B-1 3 2.0 2
春BC
秋C

火4,5
集中

5C306 程塚 敏明

授業の到達目標及びテーマ:各自でテーマを設定
し、日本画の専門的な専門的な知識と技術を用い
て、作家としての独自性のある表現の確立を追求
する。
 授業の概要:自由制作というテーマを課題とし、
作品と展示方法の関係について考察するととも
に、日本画表現の可能性について展開できる力を
養う。
 授業計画:(1) ガイダンス(授業課題に関する説
明)、(2)~(9) 課題1「自由制作をテーマとした日
本画表現と展開の関係I」、(10) 講評・評価を行
う(研究成果の反省と展望)

0ATTE24 日本画特別制作B-2 3 1.0 2 秋AB 火4,5 5C306 程塚 敏明

授業の到達目標及びテーマ:各自でテーマを設定
し、日本画の専門的な表現力を応用して、作家と
しての現代生のある表現の確立を追求する。
 授業の概要:自由制作というテーマを課題とし、
作品と展示方法の関係について展開するととも
に、現代日本画の可能性について対応できる力を
養う。
 授業計画:(1) ガイダンス(授業課題に関する説
明)、(2)~(9) 課題1「自由制作をテーマとした現
代的な日本画表現と展開の関係II」、(10) 講
評・評価を行う(研究成果の反省と展望)
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0ATTE25 日本画特別制作C-1 3 2.0 2
春BC
秋C

木2,3 5C306 山本 浩之

授業の到達目標及びテーマ:修了研究を見据えて
各自でテーマを設定し、高度な表現技法と創作的
内容を伴う制作研究を計画的に行い、独自性のあ
る質の高い作品を追求する。
 授業の概要:修了制作を踏まえた制作を課題と
し、主題の設定と表現技法の必然性について考察
するとともに、日本画表現の可能性について深く
追求できる力を養う。
 授業計画:(1) ガイダンス(授業課題に関する説
明)、(2)~(7) 課題1「自由制作をテーマとした日
本画表現I」、(8)~(15) 課題2「自由制作をテー
マとした日本画表現II」、(16)~(19) 課題3「自
由制作をテーマとした日本画表現III、(20) 講
評・評価を行う(研究成果の反省と展望)

0ATTE26 日本画特別制作C-2 3 1.0 2 秋AB 木2,3 5C306 山本 浩之

授業の到達目標及びテーマ:修了研究を見据えて
各自でテーマを設定し、高度な表現技法と創作的
内容を伴う制作研究を計画的に行い、批評性を備
えた質の高い作品を追求する。
 授業の概要:修了制作を踏まえた制作を課題と
し、日本画表現の可能性について深く追求できる
力を養うとともに、成果を効果的に発表する力を
養う。
 授業計画:(1) ガイダンス(授業課題に関する説
明)、(2)~(7) 課題1「自由制作をテーマとした日
本画表現III」、(8)~(15) 課題2「自由制作を
テーマとした日本画表現IV」、(16)~(19) 課題3
「自由制作をテーマとした日本画表現V、(20) 講
評・評価を行う(研究成果の反省と展望)

0ATTE31 日本画野外風景実習 3 1.0 1・2 通年 集中
太田 圭,程塚 敏
明,山本 浩之

授業の到達目標及びテーマ:特定した野外におい
て、各自がモチーフとしての風景を選択し、数日
間写生を行うことにより移ろい変化していく対象
を捉える描写力と持久力を養い、風景表現の技術
を高める。
 授業の概要:学外実習として、約一週間、特定の
写生地に滞在して、鉛筆写生を通して風景表現の
実習を行う。
 授業計画:(1) 事前指導(オリエンテーション)、
(2)~(9) 実地指導、(10) 事後指導(写生から日本
画による制作への展開)

01EB251と同一。

専門科目【彫塑領域】

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ATTF01 彫塑学外演習 2 1.0 1・2 通年 集中
宮坂 慎司,大原
央聡

授業の到達目標及びテーマ:現存する歴史的作品
や現代彫刻作品を実地に訪ねて鑑賞・研究するこ
とにより、彫刻芸術に係る知識や技法等を集積し
多様な展開にも対応できるようにする。
 授業の概要:各自のテーマに基づき、実地研修を
行う。
 授業計画:(1) 事前指導(オリエンテーション)、
(2) 事前指導(演習場所、日程の検討)、(3) 事前
指導(演習内容の検討)、(4) 事前指導(資料作
成)、(5) 実地指導(実見場所について)、(6) 実
地指導(歴史的・美術史的な背景について)、(7)
実地指導(各自の研究対象テーマに基く発表会 中
間)、(8) 実地指導(調査対象と研究テーマについ
て)、(9) 実地指導(各自の研究対象テーマに基く
発表会 まとめ)、(10) 事後指導(まとめ、レポー
ト作成)

彫塑領域の学生に限
る。
01EB263と同一。

0ATTF11 塑造制作-1 3 3.0 1・2
春C

夏季休業
中

木・金
2,3
集中

6A102,
6A103

宮坂 慎司,大原
央聡

授業の到達目標及びテーマ:塑造活動を通じて、
彫塑の特質及び造形要素と具体的な表現との関連
を究明させるとともに、創造的で確かな立体表現
力を練磨する。
 授業の概要:裸婦モデルによる塑造制作を行い、
立体表現の感覚を養う。
 授業計画:(1)~(3)ポーズの研究とデッサン、(4)
制作台の整備、(5)~(6) 制作、心棒組み、
(7)~(10) 制作 あら付とプロポーションの検討、
(12)~(23) 制作 量の構成、(24)~(29) 制作 仕上
げ、(30) 講評・評価を行う(研究成果の反省と展
望)

彫塑領域の学生に限
る。原則として「塑造
制作-2」とあわせて履
修すること。
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0ATTF12 塑造制作-2 3 3.0 1・2 秋ABC
木・金
2,3

6A102,
6A103

宮坂 慎司,大原
央聡

授業の到達目標及びテーマ:塑造制作1での成果と
課題を踏まえ、より発展的に制作を行う。塑造活
動を通じて、彫塑の特質及び造形要素と具体的な
表現との関連を究明させるとともに、創造的で確
かな立体表現力を練磨する。
 授業の概要:裸婦モデルによる塑造制作を行い、
立体表現の感覚を養う。
 授業計画:(1)~(3) ポーズの研究とデッサン、
(4) 制作台の整備、(5)~(6) 制作、心棒組み、
(7)~(10) 制作 あら付とプロポーションの検討、
(12)~(23) 制作 量の構成、(24)~(29) 制作 仕上
げ、(30) 講評・評価を行う(研究成果の反省と展
望)

彫塑領域の学生に限
る。原則として「塑造
制作-1」を履修した
者。

0ATTF21 彫刻制作-1 3 3.0 1・2
春C

夏季休業
中

木5,6
金4,5
集中

6A114
6A115
C109

宮坂 慎司,大原
央聡

授業の到達目標及びテーマ:彫刻素材がもつ彫刻
的な特質を活かして創造的な立体表現力を高め
る。木材と石材を総合的に扱うことにより、カー
ビングによる表現の可能性を探る。
 授業の概要:
・クス材等の丸太や木材を用いて、彫刻制作を行
う。
・黒御影石、大理石などのブロック石材を用い
て、手彫りを主とした彫刻制作を行う。
 授業計画:(1) 各自で用意した木材を基に、イ
メージの具体化を図る。材の底だし(木彫)、(2)
石彫制作の概要説明と石材の選定(石彫)、
(3)~(14) デッサンまたはエスキース制作、工
具、安全作業について等、(15)~(19) こなし、石
取り法、(20)~(28) あら彫り、(29)~(30) 講評・
評価を行う。(研究成果の反省と展望)

原則として「彫刻制作
-2」とあわせて履修す
ること。原則として彫
塑領域の学生に限る

0ATTF22 彫刻制作-2 3 3.0 1・2 秋ABC
木5,6
金4,5

6A114
6A115
C109

宮坂 慎司,大原
央聡

授業の到達目標及びテーマ:彫刻素材がもつ彫刻
的な特質を活かして創造的な立体表現力を高め
る。木材と石材を総合的に扱うことにより、カー
ビングによる表現の可能性を探る。
 授業の概要:「彫刻制作1」での制作に基づき、
素材のもつ彫刻的な特質を活かして彫刻制作を行
う。
 授業計画:(1)~(11) あら彫り、中彫り、小造
り、(12)~(27) 小造り、仕上げ、砥石研磨、(28)
作品の移動・設置について(門型クレーンの使用
法)、(29)~(30) 講評・評価を行う(研究成果の反
省と展望)

彫塑領域の学生に限
る。原則として彫刻制
作-1を履修しているこ
と。

0ATTF31 金属彫刻制作 3 2.0 1・2
春C秋A

夏季休業
中

月2,3
集中

6A104
宮坂 慎司,大原
央聡

授業の到達目標及びテーマ:鋳造・溶接等の金属
処理法を駆使した頭像作品の制作を通して彫塑の
造形感覚を養う。
 授業の概要:鋳造・溶接等の金属処理を駆使し
て、実験的で創造的な彫塑の制作研究を行う。
 授業計画:(1) 蝋型鋳造法の概要、材料・道具準
備の説明、(2)~(6) 粘土原型制作I、(7) 粘土原
型の雌型作り、(8) 蝋原型修正、直付制作、(9)
鋳型作り(湯道取り付け、耐火石膏埋没)、(10)
焼成(温度と時間について)、(11)~(14) 鋳造、
(15)~(19) 仕上げ、(20) 講評・評価を行う(研究
成果の反省と展望)

原則として彫塑領域の
学生に限る。

0ATTF41 テラコッタ制作 3 2.0 1・2
春C

夏季休業
中

火4,5
集中

5C112
宮坂 慎司,大原
央聡

授業の到達目標及びテーマ:テラコッタ(陶造形)
は独自の素材と技法を有する立体造形である。各
種材料や技法を習得し、研究制作を通してテラ
コッタ表現の本質を追究する。
 授業の概要:独自の素材と技法を有するテラコッ
タ(陶造形)技法を用いて立体造形を行う。
 授業計画:(1) テラコッタ(陶造形)について解
説、(2) 各種素材の説明 粘土の調整法と土練
り、(3) 各種技法の説明、(4)~(9) 各種材料や技
法を基に試作及び制作、(10) 焼成前の彩色方と
乾燥、(11)~(13) 素焼き、(14) 仕上げ(化粧土な
ど彩色)、(15) 手捻りによる小品制作について、
(16) 仕上げと乾燥、(17)~(18) 低温焼成および
高温焼成、(19) 仕上げ、(20) 講評・評価を行う
(研究成果の反省と展望)

原則として彫塑領域の
学生に限る。



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ATTF51 彫塑特別制作A 3 1.0 2
春C

夏季休業
中

月2,3
集中

6A104
宮坂 慎司,大原
央聡

授業の到達目標及びテーマ:制作実践を通して、
彫塑芸術に関わる高度な表現方法の習得と素材に
関わる造形理論の構築を目指す。各自でテーマを
設定し、自己の表現を具現化する応用力を身につ
ける。
 授業の概要:実践的な制作研究を通して、彫塑芸
術における素材とフォルムの関係を探究する。彫
塑特別制作B~Dと連動して、彫塑表現の多様性を
考察する。
 授業計画:(1) オリエンテーション、(2) 各自の
研究テーマ設定、(3) 素材・技法の検討、(4)
デッサン・エスキースの検討、(5)~(9) 各自設定
したテーマによる制作(実際の素材に対して、心
棒組み、素材への当てはめ)、(10) 講評・評価を
行う(研究成果の反省と展望)

彫塑領域の学生に限
る。
01EB270と同一。

0ATTF52 彫塑特別制作B 3 1.0 2
春C

夏季休業
中

月4,5
集中

6A103
宮坂 慎司,大原
央聡

授業の到達目標及びテーマ:制作実践を通して、
彫塑芸術に関わる高度な表現方法の習得と技法に
関わる造形理論の構築を目指す。各自でテーマを
設定し、自己の表現を具現化する応用力を身につ
ける。
 授業の概要:実践的な制作研究を通して、彫塑芸
術における技法と素材の関係を探究する。彫塑特
別制作A,C,Dと連動して、彫塑表現の多様性を考
察する。
 授業計画:(1) オリエンテーション、(2) 各自の
研究テーマ設定、(3) 素材・技法の検討、(4)
デッサン・エスキースの検討、(5)~(9) 各自設定
したテーマによる制作(実際の素材に対して、心
棒組み、素材への当てはめ)、(10) 講評・評価を
行う(研究成果の反省と展望)

彫塑領域の学生に限
る。
01EB271と同一。

0ATTF53 彫塑特別制作C 3 1.0 2
春C

夏季休業
中

水2,3
集中

6A103
宮坂 慎司,大原
央聡

授業の到達目標及びテーマ:制作実践を通して、
彫塑芸術に関わる高度な表現方法の習得とフォル
ムに関わる造形理論の構築を目指す。各自でテー
マを設定し、自己の表現を具現化する応用力を身
につける。
 授業の概要:実践的な制作研究を通して、彫塑芸
術におけるフォルムと空間の関係を探究する。彫
塑特別制作A,B,Dと連動して、彫塑表現の多様性
を考察する。
 授業計画:(1) オリエンテーション、(2) 各自の
研究テーマ設定、(3) 素材・技法の検討、(4)
デッサン・エスキースの検討、(5)~(9) 各自設定
したテーマによる制作(実際の素材に対して、心
棒組み、素材への当てはめ)、(10) 講評・評価を
行う(研究成果の反省と展望)

彫塑領域の学生に限
る。
01EB272と同一。

0ATTF54 彫塑特別制作D 3 1.0 2
春C

夏季休業
中

金4,5
集中

6A103
宮坂 慎司,大原
央聡

授業の到達目標及びテーマ:制作実践を通して、
彫塑芸術に関わる高度な表現方法の習得と空間生
に関わる造形理論の構築を目指す。各自でテーマ
を設定し、自己の表現を具現化する応用力を身に
つける。
 授業の概要:実践的な制作研究を通して、彫塑芸
術における空間性について探究する。彫塑特別制
作A~Cと連動して、彫塑表現の多様性を考察す
る。
 授業計画:(1) オリエンテーション、(2) 各自の
研究テーマ設定、(3) 素材・技法の検討、(4)
デッサン・エスキースの検討、(5)~(9) 各自設定
したテーマによる制作(実際の素材に対して、心
棒組み、素材への当てはめ)、(10) 講評・評価を
行う(研究成果の反省と展望)

彫塑領域の学生に限
る。
01EB273と同一。

専門科目【書領域】

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ATTG01 漢字演習A 2 3.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:中国古代の青銅器の
銘文(金文)と帛書簡牘文字資料を書法の観点から
とらえ、いくつかの具体的遺品を実地に模写・臨
書することを通して、詳しくその分析を進め、漢
字書法の習得のための一助とする。
 授業の概要:半紙、画仙紙半切・全紙などの用具
を用いて、基礎的な運筆技法や字形の取り方など
の習得からはじめ、最終的には臨書作品の完成を
めざして段階的に学習を進める。
 授業計画:(1) 授業の概要と教材についての具体
的な説明(その一)、(2)~(6) 青銅器銘文(金文)の
書法についての講義、(7)~(15) 青銅器銘文(金
文)についての実習、(16) 授業の概要と教材につ
いての具体的な説明(その二)、(17)~(20) 帛書簡
牘文字についての講義、(21)~(29) 帛書簡牘文字
についての実習、(30) 総括的講評

西暦奇数年度開講。
2020年度開講せず。

0ATTG02 漢字演習B 2 3.0 1・2 通年 火5 6A405 尾川 明穂

中国古代の文字資料を書法の観点から整理し,い
くつかの遺品を実地に模写・臨書することを通し
て,その分析を深め,漢字書法習得のための一助と
する。

西暦偶数年度開講。

0ATTG03 漢字演習C 2 3.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:行書・草書における
代表的な古典の臨書を通して、当該書体の技法に
習熟するとともに、倣書を中心とした創作を試
み、幅広い表現力を培う。
 授業の概要:行書・草書における歴代の名品を幾
つか取り上げ、それぞれ臨書と倣書を繰り返すこ
とによって、多様な行書・草書表現を学習する。
 授業計画:(1) 学習の進め方、(2) 臨書古典の選
定、(3)~(29) 選定古典の臨書と倣書、(30) 学習
のまとめ

西暦奇数年度開講。
2020年度開講せず。

0ATTG04 漢字演習D 2 3.0 1・2 通年 木4 6A405 菅野 智明

授業の到達目標及びテーマ:隷書・楷書における
代表的な古典の臨書を通して、当該書体の技法に
習熟するとともに、倣書を中心とした創作を試
み、幅広い表現力を培う。
 授業の概要:隷書・楷書における歴代の名品を幾
つか取り上げ、それぞれ臨書と倣書を繰り返すこ
とによって、多様な隷書・楷書表現を学習する。
 授業計画:(1) 学習の進め方、(2) 臨書古典の選
定、(3)~(29) 選定古典の臨書と倣書、(30) 学習
のまとめ

西暦偶数年度開講。

0ATTG11 仮名演習A 2 3.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:古筆学的な理解をも
とに学書を進めることにより、当該科目の知識と
技量を修得することができる。
 授業の概要:高野切第二種を基調として授業を進
める。
 授業計画:(1)~(4) 高野切古今集の名称の由来、
伝称筆者、寄合書きと伝存状況、書写年代および
筆者、(5)~(7) 源兼行・高野切第二種筆者説の検
証、(8)~(12) 高野切第二種の現存状況、(13) 高
野切第二種原寸臨書、(14) 高野切第二種大字臨
書、(15) まとめ、(16)~(23) 高野切第二種の同
筆・類筆古筆、(24) 高野切第二種の使用仮名と
書風の特徴、(25) 高野切第二種の字典作成要
領、(26)~(27) 高野切第二種復元巻鑑賞、(28)
高野切第二種復元(1首)、(29) 大字倣書(半切)、
(30) まとめ

西暦奇数年度開講。
2020年度開講せず。

0ATTG12 仮名演習B 2 3.0 1・2 通年 金1 6A404 菅野 智明

授業の到達目標及びテーマ:古筆学的な理解をも
とに学書を進めることにより、当該科目の知識と
技量を修得することができる。
 授業の概要:十五番歌合を基調として授業を進め
る。
 授業計画:(1) 草仮名の歴史と草仮名古筆、
(2)~(4) 歌合の歴史と歌合古筆、(5) 藤原公任撰
「十五番歌合」の内容、(6) 十五番歌合の書写年
代および筆者、(7)~(9) 藤原伊房・十五番歌合筆
者説の検証、(10)~(12) 十五番歌合の現存状況、
(13) 十五番歌合原寸臨書、(14) 十五番歌合大字
臨書、(15) まとめ、(16)~(21) 十五番歌合の同
筆・類筆古筆、(22) 十五番歌合の使用仮名、
(23) 十五番歌合の書式・書風の特徴、(24) 十五
番歌合の字典作成要領、(25) 十五番歌合復元巻
鑑賞、(26) 中院通村補写本、(27) 十五番歌合の
趣による近現代書作品、(28) 十五番歌合復元(1
首)、(29) 大字倣書(全紙)、(30) まとめ

西暦偶数年度開講。
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0ATTG21 書学外演習A 2 1.0 1・2 通年 随時 菅野 智明

授業の到達目標及びテーマ:博物館や美術館にお
いて、書の名品を実地に鑑賞することにより、書
の美に対する感性を養うとともに、それを成り立
たせている諸要因について、歴史的・文化的背景
も視野に、理解を深め、幅広い書の鑑賞力を培
う。
 授業の概要:都内を中心とした書の名品を所蔵・
展示する博物館・美術館より、特に東京国立博物
館、国立新美術館、出光美術館、五島美術館の蔵
品、展示品を集中的に鑑賞する。
 授業計画:(1) オリエンテーション、(2) 鑑賞書
跡の事前調査、(3)~(4) 東京国立博物館における
鑑賞、(5)~(6) 国立新美術館における鑑賞、
(7)~(8) 出光美術館における鑑賞、(9)~(10) 五
島美術館における鑑賞

0ATTG22 書学外演習B 2 1.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:博物館や美術館にお
いて、書の名品を実地に鑑賞することにより、書
の美に対する感性を養うとともに、それを成り立
たせている諸要因について、歴史的・文化的背景
も視野に、理解を深め、幅広い書の鑑賞力を培
う。
 授業の概要:都内を中心とした書の名品を所蔵・
展示する博物館・美術館より、特に書道博物館、
東京都美術館、国立民俗歴史博物館、根津美術館
の蔵品、展示品を集中的に鑑賞する。

(1) オリエンテーション、(2) 鑑賞書跡の事前調
査、(3)~(4) 書道博物館における鑑賞、(5)~(6)
東京都美術館における鑑賞、(7)~(8) 国立歴史民
俗博物館における鑑賞、(9)~(10) 根津美術館に
おける鑑賞

西暦奇数年度開講。
2020年度開講せず。

0ATTG23 書学外演習C 2 1.0 1・2 通年 随時 菅野 智明

授業の到達目標及びテーマ:博物館や美術館にお
いて、書の名品を実地に鑑賞することにより、書
の美に対する感性を養うとともに、それを成り立
たせている諸要因について、歴史的・文化的背景
も視野に、理解を深め、幅広い書の鑑賞力を培
う。
 授業の概要:都内を中心とした書の名品を所蔵・
展示する博物館・美術館より、特に成田山書道美
術館、東洋文庫、静嘉堂文庫、三井記念美術館の
蔵品、展示品を集中的に鑑賞する。

西暦偶数年度開講。

専門科目【構成領域】
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授業
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単位数
標準履
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0ATTH01 平面・立体構成論特講 1 1.0 1・2 春AB 木5 6A204 上浦 佑太

授業の到達目標及びテーマ:平面表現・立体表現
それぞれについて、各造形要素に着目して構成と
表現効果の関連を分析的に検証できるようになる
ことを目指す。
 授業の概要:素材や色など表現における基礎的な
造形要素に着目し、平面から立体まで横断的に表
現事例を比較する。構成に応じて得られる表現効
果と応用・展開の可能性を学ぶ。与えられたテー
マに沿った研究発表を通して、多面的視点に基づ
く観察力を養う。
 授業計画:(1) オリエンテーション、(2) 「形」
に着目した構成と表現効果、(3) 「色」に着目し
た構成と表現効果、(4) 「光」に着目した構成と
表現効果、(5) 「時間」と「動き」に着目した構
成と表現効果、(6) 「錯覚」に着目した構成と表
現効果、(7) 「偶然性」に着目した構成と表現効
果、(8) 「重力」に着目した構成と表現効果、
(9) 「鑑賞方法」に着目した構成と表現効果、
(10) まとめ
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0ATTH11 平面・立体構成演習A 2 2.0 1・2 秋ABC
木5
集中

6A204 上浦 佑太

授業の到達目標及びテーマ:造形要素に着目して
平面・立体問わず横断的に造形表現の先行事例を
検証することで、構成と表現効果の関連を分析的
に解釈できるようにする。また、そこで得られた
観点をもとに実際に制作を行い、表現における展
開の幅を広げる。
 授業の概要:設置形式や状況、鑑賞方法に関する
物理的制約を課し、それを効果的に活用した表現
を探る。関係する先行事例の検証をふまえて、各
自の造形的関心に基づいて平面または立体におけ
る展開を模索する。作品は年度末に公開展示す
る。
 授業計画:(1) オリエンテーション、テーマの発
表、(2)~(5) 先行事例調査の発表、(7)~(10) 作
品プランの検討、意見交換、(11) 中間報告、マ
ケット提出、(12)~(17) 本制作、(18)~(19) 作品
講評、(20) まとめ

西暦偶数年度開講。

0ATTH12 平面・立体構成演習B 2 2.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:造形要素に着目して
平面・立体問わず横断的に造形表現の先行事例を
検証することで、構成と表現効果の関連を分析的
に解釈できるようにする。また、そこで得られた
観点をもとに実際に制作を行い、表現における展
開の幅を広げる。
 授業の概要:素材や色、あるいはそれらの組み立
て方に関する物理的制約を課し、それを効果的に
活用した表現を探る。関係する先行事例の検証を
ふまえて、各自の造形的関心に基づいて平面また
は立体における展開を模索する。作品は年度末に
公開展示する。
 授業計画:(1) オリエンテーション、テーマの発
表、(2)~(5) 先行事例調査の発表、(7)~(10) 作
品プランの検討、意見交換、(11) 中間報告、マ
ケット提出、(12)~(17) 本制作、(18)~(19) 作品
講評、(20) まとめ

西暦奇数年度開講。
2020年度開講せず。

専門科目【総合造形領域】

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ATTJ01 現代アート表現論 1 1.0 1・2 春AB 火5 5C205 小野 裕子

授業の到達目標及びテーマ:現在のアートの動向
を実地調査し、各自の研究と照らし合せ、自身の
立ち位置を探る。
 授業の概要:現代アートの知見を踏まえて、その
動向を調査する。多領域の学生の意見を交えなが
ら自身の研究と比較して、各自の研究に反映させ
ていく。
 授業計画:(1) イントロダクション、(2) 現代
アートの動向、(3) 各自研究のプレゼンテーショ
ン1 現代アート作家のリサーチ発表、(4) 各自研
究のプレゼンテーション2 環境とアート、(5) 各
自研究のプレゼンテーション3 ビジュアルデザイ
ンとアート、(6) 各自研究のプレゼンテーション
4 環境芸術、(7) 各自研究のプレゼンテーション
5 地域と芸術、(8) 各自研究のプレゼンテーショ
ン6 現在のアートの役割、(9) 美術館での作品視
察、(10) レポートプレゼンテーション



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ATTJ11 現代アート表現演習 2 2.0 1・2 秋ABC
火5
集中

小野 裕子

授業の到達目標及びテーマ:現在のアートの動向
を実地調査し、各自の研究と照らし合せ、制作研
究を行う。
展示発表にすることによって各自の研究を深め
る。
 授業の概要:現代アートの動向を調査し、各自の
研究を深め、実験制作を行う。
 授業計画:(1) イントロダクション、(2) 現代
アートの流れ、(3) 各自研究のプレゼンテーショ
ン 1総合造形表現として 2ビジュアルデザイン表
現として、(4) 各自研究のプレゼンテーション 3
建築デザイン表現として 4クラフト表現として、
(5) 各自研究のプレゼンテーション 5構成表現と
して、(6) 各自研究のプレゼンテーション 6現代
アートと各自表現の関わりについて、(7) 制作研
究1 イメージスケッチチェック、設置計画書プレ
ゼンテーション、(8) 制作研究2 イメージスケッ
チチェック、設置計画書プレゼンテーション、
(9) 制作研究3 イメージスケッチチェック、 設
置計画書プレゼンテーション、(10) 制作研究4
作品再考案提出、(11) 制作研究5 作品制作進捗
報告、(12) 制作研究6 作品制作進捗報告、(13)
制作研究7 作品制作進捗報告、(14) 制作研究8
作品制作進捗報告、(15) 制作研究9 作品制作進
捗報告、(16) 制作研究10 作品制作進捗報告、
(17) 作品搬入・会場設置・展示、(18) プレゼン
テーション、(19) プレゼンテーション、(20) 作
品撤去・搬出

教室:5C205,6B101

0ATTJ21 メディア表現論 1 1.0 1・2 春AB 火4 5C205 村上 史明

授業の到達目標及びテーマ:テクノロジーを用い
たメディア表現について理解を深める。
 授業の概要:自身の研究範囲の発表、および周辺
領域のディスカッションを行う。
 授業計画:(1) テクノロジーを用いたメディア表
現について、(2) 情報技術を用いたメディアアー
トについて、(3) ハイブリッドアートについて、
(4) 自然エネルギーを用いたメディアアートにつ
いて、(5) 医療空間におけるメディアアートにつ
いて、(6) 海外事例、(7) ディスカッション1、
(8) ディスカッション2、(9) ディスカッション
3、(10) まとめ

0ATTJ31 メディア表現演習 2 2.0 1・2 秋ABC
火4
集中

5C205 村上 史明
映像や電子デバイスなどのテクノロジーを用いた
メディアアート作品を制作する

0ATTJ41 現代美術論 1 1.0 1・2 秋AB 火2 5C402 國安 孝昌

授業の到達目標及びテーマ:現代美術を学ぶ学生
として、より高度なテキストを使い講読し解説を
行う。社会に出て、作家として必要な基礎から高
度な知識、考え方、芸術哲学を修得する。
 授業の概要:総合造形の視点から現代美術論を論
じる。テキストの講読とレポート添削を行う。
・「現代アートバブル」吉井仁実著の読解と解説
/5回
・「芸術起業論」村上隆著の読解と解説/5回

0ATTJ51 現代美術演習 2 2.0 1・2 秋ABC 集中 5C402 國安 孝昌

授業の到達目標及びテーマ:現代美術を学ぶ学生
として、より高度な作品展示を目指し展覧会の企
画、運営、制作、 出品、広報など全てを学生で
行う。 社会に出て、作家として必要な展覧会技
術を修得する。
 授業の概要:総合造形の視点から現代美術論を考
えた討論を行い、一つの展覧会を立ち上げる。
 授業計画:(1) 各自のポートフォリオの発表と批
評、(2) 各自のポートフォリオの発表と批評展覧
会計画、(3) 各自のポートフォリオの発表と批
評、(4) 各自のポートフォリオの発表と批評(場
所選びと内容)、(5) 展覧会計画(場所選びと内
容)、(6) 展覧会計画(場所選びと内容)、(7) 展
覧会計画(場所選びと相手側との交渉)、(8) 展示
場所所有者との交渉、(9) 展示場所所有者との交
渉、(10) 展示場所に合せた作品制作、(11)展示
場所に合せた作品制作、(12)展示場所に合せた作
品制作、(13) 会場設営・会場運営計画、(14) 広
報物の制作と発注、(15) 最終打ち合わせ、(16)
カタログのデザイン計画、写真撮影計画、(17)
会場にての展示作業、(18) 会場サイン設置、
(19)実際の展示作業、(20)講評会

専門科目【工芸領域】
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授業
方法

単位数
標準履
修年次
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0ATTK01 陶磁造形演習I 2 1.0 1・2
春C

夏季休業
中

水1
集中

齋藤 敏寿

作陶家、工芸家、研究者、教育者等養成の為、土
(粘土)から陶磁へ変化するシステムの理解と応用
をテーマとして、実材主義的造形の立場から作品
制作の理論と研究を行う。

芸術系棟B-138研究室
にて授業を行う。
授業時間外に窯焼成管
理の時間等の自己管理
が必須である。

0ATTK02 陶磁造形演習II 2 1.0 1・2 秋AB 水1 齋藤 敏寿

作陶家、工芸家、造形作家、研究者、教育者等養
成の為、陶磁による造形に関して理論と制作から
実践的に研究し、高度な表現を通して修得させ
る。

芸術系棟B-138研究室
にて授業を行う。
授業時間外に窯焼成管
理の時間等の自己管理
が必須である。

0ATTK11 陶磁造形論特講 1 1.0 1・2 春B
水1
集中

齋藤 敏寿

作陶家、工芸家、研究者、教育者等養成の為、土
(粘土)から陶磁へ変化するシステムの理解と応用
をテーマとして、実材主義的造形の立場から作品
制作の理論を講述する。

芸術系棟B-138研究室
にて授業を行う。

0ATTK21 木材造形演習 2 2.0 1・2
春C

夏季休業
中

集中
工房
C101

宮原 克人

授業の到達目標及びテーマ:作品制作を通して木
の造形について理解する。各自のテーマに基づき
木材の特性を生かした造形表現を行う。
 授業の概要:各自テーマを設定し、具体的な作品
制作を通して木材造形の研究を行う。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2) 形態の検討、
(3) 素材の検討、(4) 制作方法の検討、(5) 模型
制作、(6) 模型作品の検討、(7) 作図、(8) 図面
の検討、(9) 制作(木取りについて)、(10) 制作
(機械加工について1)、(11) 制作(機械加工につ
いて2)、(12) 制作(機械加工について3)、(13)
制作(機械加工について4)、(14) 制作(機械加工
について5)、(15) 制作(塗装について1)、(16)
制作(塗装について2)、(17) 制作(プレゼン方法
について1)、(18) 制作(プレゼン方法について
2)、(19) 発表、(20) まとめ

0ATTK31 ガラス造形演習 2 2.0 1・2
春C

夏季休業
中

随時 鄭 然暻

授業の到達目標及びテーマ:造形思考を強化して
いくために各自扱う素材とガラス素材を組み合わ
せて制作を行い、自身の研究を深める。
 授業の概要:ガラス素材と自身の研究と関連させ
て実制作を行い、自身が扱う素材との違いを体験
する。
 授業計画:(1) ガイダンス、課題説明、(2) 作品
のエスキースチェックとアドバイス、(3) テスト
ピース制作1 原型を基に石膏型作成、ガラスを詰
めて焼成、(4) テストピース制作2 焼成後の加工
と実制作のアイデアを固める、(5) 実制作のスケ
ジュールチエックとアドバイス、(6) 実制作1 各
自扱う素材でパーツ制作、(7) 実制作2 原型を基
に石膏型作成、ガラスを詰めて焼成、(8) 実制作
3 焼成後の加工と仕上げ、(9) 実制作4 各自の素
材で制作された作品とガラス作品を調整し完成さ
せる、(10) 作品講評

学群においてガラスの
授業を履修済みのこ
と。他大学からの入学
者等に関しては条件付
きで受講可。授業は
B309にて行う。

0ATTK41 ガラス特別演習 2 2.0 1・2
春C

夏季休業
中

随時
工房
C102

鄭 然暻

授業の到達目標及びテーマ:ガラスを素材とした
造形作品に関する国内・海外の文献・資料を題材
にして組成や技法、歴史について発表後討議を行
い、ガラス造形作品について専門的知識を身に付
ける。
 授業の概要:ガラス造形作品についての知見を広
める。
 授業計画:(1) オリエンテーション、(2) ガラス
素材の組成について1 熱膨張係数について、(3)
ガラス素材の組成について2 成分について、(4)
ガラス素材の技法について1 ホットワークについ
て、(5) ガラス素材の技法について2 コールド
ワークについて、(6) ガラス素材の技法について
3 フラットワークについて、(7) ガラス造形作品
の歴史について1 古代からアールヌーヴォー以前
まで、(8) ガラス造形作品の歴史について2 アー
ルヌーヴォーからスタジオグラス運動まで、(9)
ガラス造形作品の歴史について3 スタジオグラス
運動以降、(10) 総評
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0ATTK51 漆芸演習 2 2.0 1・2
春C

夏季休業
中

集中 6B106 宮原 克人

授業の到達目標及びテーマ:漆芸の技法・知識を
理解する。課題に基づき漆芸の特性を生かした造
形表現を理解する。
 授業の概要:漆芸の基礎的な技術(乾漆、蒔絵、
螺鈿)を習得し、各自の表現を試みる。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2) 素地について、
(3) 素地の制作方法について、(4) 漆について、
(5) 漆の取り扱い方法について、(6) 素地制作
(木) 、(7) 素地制作(粘度)、(8) 様々な漆芸技
法について、(9) 漆芸制作(乾漆技法:型作成)、
(10) 漆芸制作(乾漆技法:型仕上げ)、(11) 漆芸
制作(乾漆技法:布着せ)、(12) 漆芸制作(乾漆技
法:下地)、(13) 漆芸制作(乾漆技法:きゅう漆)、
(14) 漆芸制作(呂色上げ技法)、(15) 漆芸制作
(塗り立て技法)、(16) 漆芸制作(加飾方法:沈
金)、(17) 漆芸制作(加飾方法:蒔絵)、(18) 漆芸
制作(加飾方法:螺鈿)、(19) 発表、(20) まとめ

01EB548と同一。

専門科目【ビジュアルデザイン領域】

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ATTL01 視覚伝達設計論特講 1 1.0 1・2 秋AB 木2 6A208 原 忠信

視覚伝達デザインにおける遊戯性についてとりあ
げ、ワークショップ、ゲームなど参加型の授業を
通じて課題発見力、課題解決力、プレゼンテー
ション力を養う。遊びとデザインを主題に、関連
する作家、方法、ケーススタディについての概
説、およびワークショップを行い、プレゼンテー
ションでは履修生が考案したワークショップや
ゲームを実施する。
 授業計画:(1) [オリエンテーション]授業全体の
説明、(2) ブレインストーミングとゲームストー
ミング、(3) 子供の遊び、(4) 大人の遊び、(5)
経験設計の概念、(6) ユーザーエクスペリエンス
とサービスデザイン、(7) 遊び体験のデザイン、
(8) ワークショップ、ゲーム発表(グループ1)、
(9) ワークショップ、ゲーム発表(グループ2)、
(10) ワークショップ、ゲーム発表(グループ3)

01EB561と同一。

0ATTL11 視覚伝達設計演習 2 2.0 1・2
春ABC

夏季休業
中

木2
集中

6A208 原 忠信

視覚伝達デザインにおける素材・物質性を主題
に、実践的な視覚伝達デザインの考察力と表現力
を身につける。
 授業計画:(1)[オリエンテーション、課題1]授業
全体の説明、ブレインストーミングの方法、
(2)[課題1]事例紹介、ブレインストーミング、
(3)[課題1]課題の提出と講評、(4)[課題1]課題の
提出と講評、(5)[課題2]課題2に関するオリエン
テーション、(6)[課題2]ブレインストーミング、
(7)[課題2]中間チェック1(コンセプト、アイデ
ア)、(8)[課題2]中間チェック2(スケッチ、モッ
クアップ)、(9)[課題2]プレゼンテーション1、
(10) [課題2]中間チェック3(フィードバック、ブ
ラッシュアップ)、(11)[課題2]プレゼンテーショ
ン2(作品提出、講評)、(12)[課題2]展示に向けた
オリエンテーション、(13)[課題2]展示プラン中
間チェック1、(14)[課題2]展示プラン中間チェッ
ク2、(15)[課題2]作品の展示、プレゼンテーショ
ン、講評、集中:製紙工場の見学、展覧会の視
察、ワークショップ等

0ATTL21
グラフィックデザイン
演習A

2 1.0 1・2 春AB 木4 5C514 田中 佐代子

各受講者の研究テーマに基づく、ビジュアルデザ
インの発展的な考察・立案を主題とし、専門的で
高度なビジュアルデザインの考察力を身につけ
る。
 授業計画:(1)[オリエンテーション]授業全体の
説明、(2)[課題1]書体・レイアウト研究に関する
講義とミニレポートの提出、(3)[課題1]名刺(タ
テ型)課題の提出と講評、(4)[課題1]名刺(ヨコ
型)課題の提出と講評、(5)[課題2]研究発表用ス
ライドのビジュアルデザインに関する講義、
(6)[課題2]グループAのプレゼンテーション、
ディスカッション、講評、(7)[課題2]グループB
のプレゼンテーション、ディスカッション、講
評、(8)[課題2]グループCのプレゼンテーショ
ン、ディスカッション、講評、(9)[課題3]アイデ
アスケッチのチェック、(10)[課題3]途中経過の
チェック、(11)[課題3]完成作品の提出・プレゼ
ンテーション、講評、(12)[課題4]収集資料の確
認、(13)[課題4]アイデアスケッチのチェック

01EB576と同一。
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0ATTL22
グラフィックデザイン
演習B

2 1.0 1・2 秋AB 木4 5C514 田中 佐代子

エディトリアルデザイン、インフォグラフィッ
ク、データグラフィック、広告デザインを中心
に、受講者の研究テーマに基づいた、平面的な媒
体に関する発展的なテーマの課題制作を通して、
専門的で高度なビジュアルデザインの表現力を身
につける。
 授業計画:(1)[オリエンテーション]授業全体の
説明、(2)[課題1]課題内容の理解・レポート発
表・討論、(3)[課題1]アイデアスケッチの発表・
討論、(4)[課題1]途中経過の発表・討論、(5)[課
題1]完成作品の提出・プレゼンテーション、講
評、(6)[課題2]各自のテーマ・目次案を発表・討
論、(7)[課題2]資料データの収集状況を発表・討
論、(8)[課題2]全体構成のラフ(冊子状にする)案
とフォーマットデザイン案発表(pdf)・討論、
(9)[課題2]途中経過の発表・討論、(10)[課題2]
完成作品の提出・プレゼンテーション、講評

0ATTL31 画像表現論特講 1 2.0 1・2 春AB 金5,6 6A203 山本 美希

デザイン、美術、サブカルチュアなどを横断的に
探索しつつ、画像表現(絵による表現)の特質、意
義、可能性について理解を深めること。
 授業計画:(1)[オリエンテーション]授業全体の
説明、(2)[テーマ1]アートトーク1、(3)[テーマ
2]「物語」に関する調査1、(4)[テーマ2]物語構
造について、(5)[テーマ3]言葉のない絵本精読
『アンジュール』、(6)[テーマ3]言葉のない絵本
精読『アライバル』1、(7)[テーマ3]言葉のない
絵本精読『アライバル』2、(8)[テーマ3]言葉の
ない絵本精読「赤ずきん」絵本、(9)[テーマ4]多
種多様な表現手法、(10)[テーマ5]マンガ文献精
読、(11)[テーマ5]マンガ文献精読2、(12)[テー
マ6]マンガの文体練習、(13)[テーマ7]物語表現
考察1、(14)[テーマ7]物語表現考察2、(15)7つの
テーマから一つ選び、レポート提出

01EB577と同一。

0ATTL41 画像表現演習 2 1.0 1・2 秋AB 火3 6A208 山本 美希

デザイン、美術、サブカルチュア等多様に広がる
画像表現(絵による表現)について、制作を通して
その可能性を探る。受講者の研究テーマに応じた
制作を行い、幅広い画像表現について理解を深め
る。
 授業計画:(1)[オリエンテーション]授業全体の
説明、(2)[課題1]小説のマンガ化、(3)[課題1]講
評、(4)[課題2]画像による物語表現、(5)[課題2]
プランチェック、(6)[課題2]絵コンテチェック、
(7)[課題2]ダミーチェック、(8)[課題2]進捗状況
発表、(9)[課題2]進捗状況発表、(10)[課題2]講
評

01EB578と同一。

0ATTL42 フォトメディア演習A 2 1.0 1・2
夏季休業

中
集中 5C205 MCLEOD Roderick

フォトメディア(1826–1899)の歴史について、日
光写真、カメラオブスキュラ、ピンホールカメラ
などの実用的な作業を通して学びます。
We will learn about the history of
photomedia (1826–1899) through practical
tasks, such as making sunprints,camera
obscuras, pinhole cameras.

英語で授業。This
class is in English.

0ATTL43 フォトメディア演習B 2 1.0 1・2 秋AB 木5 5C205 MCLEOD Roderick

フォトメディア(1900–現代)の歴史について、ポ
ラロイド、フィルム写真、デジタルメディアなど
の実用的な作業を通して学びます。
We will learn about the history of
photomedia (1900–today) through practical
tasks, such as Polaroid,film photography,
digital media.

英語で授業。This
class is in English.

0ATTL44 フォトメディア論特講 1 1.0 1・2 秋AB 水2 5C302 MCLEOD Roderick

フォトメディアの現代的な問題を探究し、研究の
ためにカメラを使用する際の特徴、意義、可能性
について検討します。
Exploring contemporary issues in photomedia,
we will examine the characteristics,
significance and possibilities of using
cameras for research.

英語で授業。This
class is in English.
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0ATTL51
ビジュアル・コミュニ
ケーション演習

2 1.0 1・2

実践的なビジュアル・コミュニケーションの発想
力、制作力、評価方法を身につける。
 学外からデザイナー等を講師として招き、実践
的活動を踏まえたビジュアル・コミュニケーショ
ンの発想、制作、評価などについて学ぶ。
 授業計画:(1)[オリエンテーション]授業全体の
説明、(2)[課題1]「ビジュアル・コミュニケー
ションの発想力」に関する課題説明、(3)[課題1]
中間発表、(4)[課題1]発表及び講評、(5)[課題2]
「ビジュアル・コミュニケーションの制作力」に
関する課題説明、(6)[課題2]中間発表、(7)[課題
2]発表及び講評、(8)[課題3]「ビジュアル・コ
ミュニケーションの評価方法」に関する課題説
明、(9)[課題3]中間発表、(10)[課題3]発表及び
講評

西暦奇数年度開講。
01EB568と同一。
2020年度開講せず。

専門科目【環境デザイン領域】

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ATTP01 環境デザイン論特講 1 2.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:環境デザインの多様
な課題と総合的な設計論について理解する。
 授業の概要:公共空間、商業・業務施設、住宅地
における総合的なサイトプランニング手法とプレ
イスメイキング手法を論述。
 授業計画:(1) 街路の課題と滞留環境のデザイン
手法、(2) 公園の課題と多面的利用環境のデザイ
ン手法、(3) 公共施設の課題と多面的利用環境の
デザイン手法、(4) 商業施設の課題と公的利用環
境のデザイン手法、(5) 業務施設の課題と創造的
な仕事環境のデザイン手法、(6) 公的施設の課題
と創造的な場づくりの手法、(7) 住宅団地の課題
と共用環境のデザイン手法、(8) 住宅の課題とイ
ンテリア環境のデザイン手法、(9) プレイスメイ
キングの実施と枠組み環境のデザイン手法、(10)
現代の環境デザインの多様性について

西暦奇数年度開講。
01EB615と同一。
2020年度開講せず。

0ATTP11
パッシブデザイン論特
講

1 2.0 1・2

授業の到達目標及びテーマ:「自然環境と調和し
た建築・都市デザイン」の実現に向け、そのため
の基礎理論と手法を理解し、習得する。
 授業の概要:建築及び都市におけるパッシブデザ
インの手法・原理・課題について講述する。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2) 屋根のデザイ
ン、(3) 壁のデザイン、(4) 床の断熱・蓄熱、
(5) 開口部と日射のコントロール、(6) 昼光の有
効利用、(7) 換気と通風、(8) 地形の利用、(9)
樹木によるコントロール、(10) まとめ

西暦奇数年度開講。
01EB619と同一。
2020年度開講せず。

0ATTP21
都市・地域デザイン論
特講

1 2.0 1・2 春AB 木4,5 5C301 野中 勝利

授業の到達目標及びテーマ:現在の都市が抱える
諸問題を実態的に把握し、都市づくりやまちづく
りにおける計画や設計について、その果たすべき
役割や責任を考察することにより、計画論として
の複眼的な問題意識を確立するとともに、論理的
な思考とその表現方法を獲得する。
 授業の概要:都市や地域におけるまちづくりの実
態、計画・設計に関わる制度論や方法論につい
て、ケーススタディを用いて考察と講述を行う。
後半はテーマに応じた受講生の発表をもとに議論
する。
 授業計画:(1) 現在の都市が抱える様相と都市づ
くりの課題、(2) 中心市街地の実態、(3) 東京都
心の問題、(4) 都市居住と居住環境、(5) 都市景
観と居住環境、(6) 都市デザインと都市景観、
(7) まちづくりと都市デザイン、(8) 都市計画と
規制緩和、(9) 都市づくりの合意形成、(10) 都
市の将来像

西暦偶数年度開講。
01EB613と同一。
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0ATTP31
ランドスケープデザイ
ン論特講

1 2.0 1・2 春AB 月3,4 5C618
藤田 直子,野中
勝利

授業の到達目標及びテーマ:人間活動が景観構
造・生産的機能・生態的過程にどのような影響を
与え、それらを変化させるのか、人の感性や文化
を含めたランドスケープの総体の理解を通して、
自然域から都市域まで様々な場におけるランドス
ケープの構造・機能・変化過程を解明する方法を
習得する。さらに生産的プロセスや社会的プロセ
スとランドスケープデザインとの関係や、それを
踏まえたエコロジカルデザインの手法を習得す
る。
 授業の概要:田園(農村部)や都市のランドスケー
プ構造を、エコロジカルな視点で読み解くことに
主眼を置き、歴史や実態、ケーススタディを用い
た考察と講述を行う。後半はテーマに応じた受講
生の発表をもとに議論する。
 授業計画:(1) ランドスケープデザインの概念と
領域、(2) エコロジカル・ランドスケープ1(自
然)、(3) エコロジカル・ランドスケープ2(土地
利用)、(4) 田園とランドスケープ、(5) 都市と
ランドスケープ、(6) 公園・緑地のデザイン、
(7) 庭園・広場のデザイン、(8) ランドスケープ
デザインの手法、(9) ランドスケープデザインを
支える仕組み、(10) ランドスケープデザインの
意義と課題

西暦偶数年度開講。

0ATTP41 環境デザイン演習1 2 2.0 1 春AB
木6
集中

芸術
B441

藤田 直子,渡 和
由,野中 勝利,橋
本 剛

授業の到達目標及びテーマ:環境デザインに関す
る課題設定、コンセプト、構想、計画、デザイン
にかかる一連のプロセス、表現方法について習得
する。
 授業の概要:環境デザインにかかわる具体的な課
題をもとに計画、設計、デザインを実践的に行
う。
 授業計画:(1) 課題の提示、関連事例の解説、
(2) 現地調査、敷地条件の確認、(3) 設計指導
1(コンセプト、構想)、(4) 設計指導2(構想、計
画)、(5) 設計指導3(基本計画・エスキス模型)、
(6) 中間発表、講評、(7) 設計指導4(基本計画、
設計)、(8) 設計指導5(基本設計)、(9) 設計指導
6(基本設計、模型)、(10) 提出、発表、講評

0ATTP42 環境デザイン演習2 2 2.0 1 秋AB
木6
集中

芸術
B441

藤田 直子,渡 和
由,野中 勝利,橋
本 剛

授業の到達目標及びテーマ:環境デザインに関す
る課題設定、コンセプト、構想、計画、デザイン
にかかる一連のプロセス、表現方法について習得
する。
 授業の概要:環境デザインにかかわる具体的な課
題をもとに計画、設計、デザインを実践的に行
う。
 授業計画:(1) 課題の提示、関連事例の解説、
(2) 現地調査、敷地条件の確認、(3) 設計指導
1(コンセプト、構想)、(4) 設計指導2(構想、計
画)、(5) 設計指導3(基本計画・エスキス模型)、
(6) 中間発表、講評、(7) 設計指導4(基本計画、
設計)、(8) 設計指導5(基本設計)、(9) 設計指導
6(基本設計、模型)、(10) 提出、発表、講評

01EB634と同一。

専門科目【領域共通】

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

0ATTX01
創造的復興:ローカルデ
ザイン特別演習I

2 2.0 1・2
春C

夏季休業
中

集中 6A208
宮原 克人,鄭 然
暻,齋藤 敏寿,原
忠信,村上 史明

授業の到達目標及びテーマ:地域・社会における
課題解決を考えることで、創造的で柔軟な思考方
法について学び、情報発信力、つなぐ力、突破力
を身につけることを目的とする。
 授業の概要:地域において、地域再生に向けたプ
ランを計画・提案することで、創造的で柔軟な思
考方法について学び、情報発信力、つなぐ力、突
破力を身につけ、実践的な創造的復興力を養う。
アート、デザイン、工芸などをはじめとした多様
な領域の内容を包含する。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2) ブレインストー
ミング、班分け、課題抽出、(3) 課題解決に向け
たリサーチ(地域性)、(4) 課題解決に向けたリ
サーチ(創造性)、(5) リサーチのまとめ、(6) 中
間発表会、(7) リサーチを踏まえた課題解決のた
めの立案、(8) 立案したプランの実施準備(日
程)、(9) 立案したプランの実施準備(方法)、
(10) 最終発表会

01EB081と同一。
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0ATTX02
創造的復興:ローカルデ
ザイン特別演習II

2 2.0 1・2
春C

夏季休業
中

集中 6A208
宮原 克人,鄭 然
暻,齋藤 敏寿,原
忠信,村上 史明

授業の到達目標及びテーマ:「創造的復興:ローカ
ルデザイン特別演習I」において、地域・社会の
課題解決を考え、創造的で柔軟な思考方法につい
て学んだ。それらを継続しつつ地域・社会の課題
解決に関わる新たな視点を獲得し、情報発信力、
つなぐ力、突破力、継続力を身につけることを目
的とする。
 授業の概要:「創造的復興:ローカルデザイン特
別演習I」において実施した地域再生に向けたプ
ランを評価し、新たなプランを計画・提案するこ
とで、創造的で柔軟な思考方法について学び、情
報発信力、つなぐ力、突破力、継続力を身につ
け、実践的な創造的復興力を養う。アート、デザ
イン、工芸などをはじめとした多様な領域の内容
を包含する。
 授業計画:(1) ガイダンス、(2) ブレインストー
ミング、班分け、「創造的復興:ローカルデザイ
ン特別演習I」「創造的復興:チャレンジ学外特別
演習I」で実施した活動の評価、(3) 課題解決に
向けたリサーチ(地域性)、(4) 課題解決に向けた
リサーチ(創造性)、(5) リサーチのまとめ、(6)
中間発表会、(7) リサーチを踏まえた課題解決の
ための立案、(8) 立案したプランの実施準備(日
程)、(9) 立案したプランの実施準備(方法)、
(10) 最終発表会

01EB084と同一。

0ATTX11
創造的復興:チャレンジ
学外特別演習I

2 2.0 1・2 秋ABC 集中 6A208
宮原 克人,鄭 然
暻,齋藤 敏寿,原
忠信,村上 史明

授業の到達目標及びテーマ:創造的復興に必要な
視点や方法を経験的に習得し、複眼的視点で復興
支援を捉えることの出来る情報発信力、つなぐ
力、突破力を備えた人材の育成を目標とする。
 授業の概要:地域の課題に対し、地域再生に向け
たプランを実施する。その中で、文化的資源の活
用や、地域住民との協力など、創造的復興に必要
な視点や方法を経験的に習得し、実践的な創造的
復興力を養う。アート、デザイン、工芸などをは
じめとした多様な領域の内容を包含する。
 授業計画:「創造的復興:ローカルデザイン特別
演習I」において立案した課題解決プランに基づ
き、地域においてイベント等を実践する。(班ご
とに実施内容が異なるため、計画例を以下に示
す)
(1)「創造的復興:ローカルデザイン特別演習II」
における課題解決プランの確認、(2) 地域(人・
場所・日程)との調整1、(3) 地域(人・場所・日
程)との調整2、(4) イベント実施場所の確認、
(5) イベント進行の確認、役割分担について1、
(6) イベント進行の確認、役割分担について2、
(7) イベント実施場所における会場設営準備1、
(8) イベント実施場所における会場設営準備2、
(9) イベントにおける展示発表準備1、(10) イベ
ントにおける展示発表準備2、(11) イベントの最
終調整(開催場所や地域において)、(12) イベン
ト会場の設営1、(13) イベント会場の設営2、
(14) イベント実施(地域資源を活用するプランの
実施)1、(15) イベント実施(地域資源を活用する
プランの実施)2、(16) イベント実施(地域資源を
活用するプランの実施)3、(17) 実施場所の片付
け、(18) イベント総括、(19) 最終報告会(全
チームによる)、(20) 全体のまとめ

01EB082と同一。
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0ATTX12
創造的復興:チャレンジ
学外特別演習II

2 2.0 1・2 秋ABC 集中 6A208
宮原 克人,鄭 然
暻,齋藤 敏寿,原
忠信,村上 史明

授業の到達目標及びテーマ:「創造的復興:チャレ
ンジ学外特別演習I」において、創造的復興に必
要な視点や方法を経験的に習得した。継続して課
題に取り組み、複眼的視点で復興支援を捉えるこ
との出来る情報発信力、つなぐ力、突破力、継続
力を備えた人材の育成を目標とする。
 授業の概要:「創造的復興:チャレンジ学外特別
演習I」において実施した地域再生に向けたプラ
ンを評価し、新たなプランを計画・提案すること
で、文化的資源の活用や、地域住民との協力な
ど、創造的復興に必要な視点や方法を経験的・継
続的に習得し、実践的な創造的復興力を養う。
アート、デザイン、工芸などをはじめとした多様
な領域の内容を包含する。
 授業計画:「創造的復興:ローカルデザイン特別
演習II」において立案した課題解決プランに基づ
き、地域においてイベント等を実践する。(班ご
とに実施内容が異なるため、計画例を以下に示
す)
(1)「創造的復興:チャレンジ学外特別演習I」で
実施した活動の評価、(2) 「創造的復興:ローカ
ルデザイン特別演習II」における課題解決プラン
の確認、(3) 地域(人・場所・日程)との調整、
(4) イベント実施場所の確認、(5) イベント進行
の確認、役割分担について1、(6) イベント進行
の確認、役割分担について2、(7) イベント実施
場所における会場設営準備1、(8) イベント実施
場所における会場設営準備2、(9) イベントにお
ける展示発表準備1、(10) イベントにおける展示
発表準備2、(11) イベントの最終調整(開催場所
や地域において)、(12) イベント会場の設営1、
(13) イベント会場の設営2、(14) イベント実施
(地域資源を活用するプランの実施)1、(15) イベ
ント実施(地域資源を活用するプランの実施)2、
(16) イベント実施(地域資源を活用するプランの
実施)3、(17) 実施場所の片付け、(18) イベント
総括、(19) 最終報告会(全チームによる)、(20)
全体のまとめ

01EB085と同一。

0ATTX21
研究・制作発表特別演
習I

2 2.0 1 通年 随時

大原 央聡,星 美
加,鄭 然暻,山本
美希,林 みちこ,
水野 裕史,宮坂
慎司,MCLEOD
Roderick,藤田 直
子,内藤 定壽,太
田 圭,國安 孝昌,
渡 和由,長田 年
弘,福満 正志郎,
野中 勝利,寺門
臨太郎,齋藤 敏
寿,石﨑 和宏,仏
山 輝美,直江 俊
雄,程塚 敏明,菅
野 智明,田中 佐
代子,田島 直樹,
宮原 克人,山本
浩之,原 忠信,橋
本 剛,村上 史明,
上浦 佑太,小野
裕子,尾川 明穂,
吉田 奈穂子

授業を通して行った研究や作品制作について、そ
の成果を発表する機会を設け、プレゼンテーショ
ン力や自己の研究を客観的に分析する力を養う。

芸術学学位プログラ
ム・芸術専攻の学生に
限る。
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0ATTX22
研究・制作発表特別演
習II

2 2.0 2 通年 随時

大原 央聡,星 美
加,鄭 然暻,山本
美希,林 みちこ,
水野 裕史,宮坂
慎司,MCLEOD
Roderick,藤田 直
子,内藤 定壽,太
田 圭,國安 孝昌,
渡 和由,長田 年
弘,福満 正志郎,
野中 勝利,寺門
臨太郎,齋藤 敏
寿,石﨑 和宏,仏
山 輝美,直江 俊
雄,程塚 敏明,菅
野 智明,田中 佐
代子,田島 直樹,
宮原 克人,山本
浩之,原 忠信,橋
本 剛,村上 史明,
上浦 佑太,小野
裕子,尾川 明穂,
吉田 奈穂子

授業を通して行った研究や作品制作について、そ
の成果を発表する機会を設け、プレゼンテーショ
ン力や自己の研究を客観的に分析する力を養い、
修了研究へとつなげていく。
※指導体制については「研究・制作発表特別演習
I」と同じ

芸術学学位プログラ
ム・芸術専攻の学生に
限る。

0ATTX31
芸術学学位プログラム
特別演習

2 3.0 1 通年 随時

石﨑 和宏,太田
圭,大原 央聡,長
田 年弘,菅野 智
明,國安 孝昌,田
島 直樹,田中 佐
代子,内藤 定壽,
直江 俊雄,野中
勝利,藤田 直子,
仏山 輝美,齋藤
敏寿,寺門 臨太
郎,橋本 剛,林 み
ちこ,原 忠信,福
満 正志郎,程塚
敏明,宮原 克人,
山本 浩之,渡 和
由,小野 裕子,上
浦 佑太,鄭 然暻,
星 美加,MCLEOD
Roderick,水野 裕
史,宮坂 慎司,村
上 史明,山本 美
希,尾川 明穂,大
友 邦子,吉田 奈
穂子

造形芸術に関して、各専門領域における研究の実
践指導を行う。また、併せて、指導教員等から研
究倫理に関する指導を行う。

芸術学学位プログラム
の学生に限る。
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0ATTX32
芸術学学位プログラム
特別研究

2 3.0 2 通年 随時

大原 央聡,星 美
加,鄭 然暻,山本
美希,林 みちこ,
水野 裕史,宮坂
慎司,MCLEOD
Roderick,藤田 直
子,内藤 定壽,太
田 圭,國安 孝昌,
渡 和由,長田 年
弘,福満 正志郎,
野中 勝利,寺門
臨太郎,齋藤 敏
寿,石﨑 和宏,仏
山 輝美,直江 俊
雄,程塚 敏明,菅
野 智明,田中 佐
代子,田島 直樹,
宮原 克人,山本
浩之,原 忠信,橋
本 剛,村上 史明,
上浦 佑太,小野
裕子,尾川 明穂,
大友 邦子,吉田
奈穂子

造形芸術について、各専門領域に対応した修了研
究の実践指導を行う。併せて、指導教員等から研
究倫理に関する指導を行う。研究倫理についても
理解を深める。また、社会人学生に対しては職務
の状況に合わせて個別指導を行う等、柔軟に対応
する(14条対応)。

芸術学学位プログラム
の学生に限る。
14条対応


